
テ
　
ユ
ー
ダ
1

革
命
論
争

栗

山

義

信

【
要
約
】
　
か
ね
て
エ
ル
ト
ン
は
「
テ
ユ
ー
ダ
ー
革
命
」
論
を
発
表
し
た
が
、
こ
こ
二
・
三
年
間
に
ハ
リ
ス
と
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
に
よ
る
批
判
、
エ
ル
ト
ン
の

反
論
、
さ
ら
に
ハ
リ
ス
と
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
再
批
判
が
活
発
に
展
開
さ
れ
て
来
た
。
イ
ギ
リ
ス
絶
対
主
義
は
た
ん
な
る
封
建
制
の
再
編
成
に
過
ぎ
な
か
っ

た
の
か
、
そ
れ
と
も
封
建
的
要
素
を
あ
る
程
度
包
摂
し
つ
つ
近
代
国
家
の
起
点
と
し
て
の
役
割
を
果
す
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
意
見
の
別
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
エ
ル
ト
ソ
は
と
く
に
一
五
三
〇
年
代
の
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
よ
る
諸
改
革
を
重
視
し
、
近
代
政
治
展
開
の
漂
理
が
こ
の
諸
改
革
の
中
に
あ
る
こ
と
を

解
明
し
よ
う
と
し
た
。
本
稿
は
こ
の
論
争
の
展
開
を
追
跡
し
な
が
ら
、
争
点
を
明
ら
か
に
し
、
エ
ル
ト
ソ
の
「
テ
ユ
ー
ダ
…
革
命
」
が
ハ
リ
ス
と
ウ
イ
リ

ア
ム
ズ
の
批
判
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
検
討
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
珊
九
巻
二
号
　
一
九
六
六
年
五
月

テユーダー革命論争（栗山）

は
　
じ
　
め
　
に

　
一
九
五
三
年
、
　
『
テ
ユ
ー
ダ
ー
統
治
革
命
！
ヘ
ン
リ
ー
八
世
治
下
の
行

政
上
の
諸
変
化
…
1
』
を
刊
行
し
て
、
エ
ル
ト
ン
は
き
わ
め
て
大
胆
な
解
釈

　
　
　
　
①

を
提
起
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
す
で
に
ト
レ
ヴ
ァ
ロ
ー
パ
ー
と
ワ
…
ナ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

が
賛
否
両
論
を
表
明
し
た
が
、
エ
ル
ト
ン
は
さ
ら
に
メ
シ
ュ
イ
ン
社
オ
ー
マ

ン
編
英
國
史
叢
書
第
四
巻
『
テ
ユ
ー
ダ
ー
朝
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
』
を
書
き
改
め
、

テ
ユ
ー
ダ
…
統
治
革
命
概
念
を
拡
大
し
て
、
行
政
上
の
諸
変
化
だ
け
で
は
な

く
、
国
家
理
念
・
教
会
政
策
・
議
会
主
権
な
ど
に
わ
た
る
広
い
領
域
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
「
テ
ユ
ー
ダ
ー
革
命
偏
を
準
え
た
。
こ
の
エ
ル
ト
ン
の
考
え
方
は
わ
が
国

の
西
洋
史
学
界
に
も
多
く
の
影
響
を
与
え
、
か
な
り
の
論
文
が
エ
ル
ト
ン
説

を
機
軸
に
し
て
展
開
さ
れ
て
来
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
邦
語
論
文
の
す

べ
て
が
エ
ル
ト
ン
説
を
そ
の
蜜
ま
受
け
容
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
説

に
対
立
す
る
場
合
に
お
い
て
す
ら
、
多
く
の
資
料
や
理
解
の
深
さ
を
エ
ル
ト

ン
に
負
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
緬

　
さ
て
、
こ
の
「
テ
ユ
…
ダ
ー
革
命
」
論
に
対
し
て
、
一
九
六
三
年
以
来
、

『
過
去
と
現
在
』
誌
に
お
い
て
、
中
世
史
家
ハ
リ
ス
と
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
史
家

ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
が
門
テ
ユ
ー
ダ
ー
史
に
お
け
る
革
命
2
偏
と
題
し
て
、
い
わ

ば
総
合
的
に
エ
ル
ト
ン
批
判
（
以
下
「
第
一
批
難
砧
と
呼
ぶ
）
を
展
乱
し
、
こ
れ

に
エ
ル
ト
ソ
が
自
説
を
ほ
ぼ
原
型
ど
お
り
に
再
主
張
し
て
「
慈
筈
遇
し
、
さ
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ら
に
ハ
リ
ス
と
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
こ
の
応
答
に
再
批
判
（
以
下
「
第
二
批
判
扁

と
呼
ぶ
）
を
浴
び
せ
て
フ
ア
ユ
ー
ダ
i
革
命
」
論
に
真
向
か
ら
わ
た
り
あ
っ

　
⑤

た
。
論
争
は
ま
だ
完
全
に
落
着
し
て
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
は
こ

の
論
争
の
焦
点
を
と
り
あ
げ
、
か
つ
二
・
三
の
聞
題
点
を
指
摘
す
る
も
の
で

あ
る
。
ま
ず
エ
ル
ト
ン
説
の
大
要
を
み
た
上
で
、
主
題
別
に
ハ
リ
ス
と
ウ
イ

リ
ア
ム
ズ
の
批
判
と
エ
ル
ト
ン
の
反
論
を
み
て
行
く
。

①
こ
の
解
釈
一
と
く
に
財
務
行
政
に
関
し
て
一
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
初
期

　
テ
ユ
ー
ダ
…
財
務
行
政
に
関
す
る
闘
題
扁
　
（
『
西
洋
史
学
』
、
第
四
〇
号
、
昭
、
霊

　
四
）
に
お
い
て
紹
介
し
た
。

②
　
圃
論
文
五
〇
頁
参
照
。

③
本
論
争
に
関
係
の
あ
る
ユ
ル
ト
ソ
の
著
作
は
お
も
に
つ
ぎ
の
も
の
で
あ
る
。

　
O
孕
菊
”
目
一
伸
。
炉
　
縛
7
0
　
目
億
胤
。
『
　
閑
①
＜
o
穿
煎
。
瓢
ぎ
　
Ω
o
〈
舞
戸
ヨ
㊦
肖
窪
　
b
争

　
　
　
　
　
　
　
匿
二
閂
二
。
陰
¢
舞
一
〈
ζ
δ
O
げ
ρ
轟
σ
q
o
ω
　
ヨ
苗
。
幻
象
σ
q
昌
。
琉
潔
。
¢
蔓

　
　
　
　
　
　
　
　
く
疑
押
ド
リ
切
Q
。
。
…
…
（
日
．
図
e
O
・
）

　
　
　
　
　
山
。
二
　
鮮
μ
σ
。
ご
郎
山
麟
昌
山
霞
昏
①
8
鎧
匹
。
螢
一
Φ
誤
．
…
…
（
国
噛
¢
．
8
e
）

　
本
縞
に
お
い
て
は
（
　
）
内
の
と
お
り
に
略
記
し
て
引
用
す
る
。
な
お
エ
ル
ト
ン

　
に
は
他
の
編
著
書
や
右
の
二
著
作
を
支
え
る
多
く
の
論
文
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

　
雀
略
す
る
。

④
エ
ル
ト
ソ
説
な
ら
び
に
こ
の
論
争
に
多
少
と
も
関
係
の
あ
る
邦
語
文
献
は
差
し

　
嶺
っ
て
今
手
許
に
あ
る
も
の
で
ナ
指
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
発
表
年
月

　
頗
に
挙
げ
て
お
く
。
前
掲
拙
稿
「
初
期
テ
ユ
！
ダ
ー
財
錺
行
政
に
関
す
る
問
題
」
。

　
大
野
真
受
「
イ
ギ
リ
ス
心
ホ
教
改
革
と
絶
紺
霊
義
ー
ヘ
ソ
リ
ー
写
譜
の
燭
王
父
上

　
法
－
扁
（
『
横
浜
大
学
論
叢
入
文
科
学
系
列
拙
繁
一
〇
巻
第
二
号
〉
昭
、
三
四
。

　
隅
田
哲
司
「
喝
冨
。
巴
凋
。
鶴
血
騨
類
ω
ヨ
の
崩
壊
と
イ
ギ
ジ
ス
戴
命
」
（
『
史
学
研
究
駈

　
館
…
七
陽
解
）
昭
、
三
鱈
。
植
村
雅
彦
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
隈
教
会
成
立
に
関
す
る
一

　
考
察
」
（
『
史
林
重
留
四
三
巻
第
三
暑
）
昭
、
王
五
。
羅
野
比
左
夫
「
ヨ
ー
ク
朝
に
お

　
け
る
財
務
行
敷
の
変
化
i
O
ぴ
㊤
ヨ
σ
②
門
機
関
の
成
立
一
」
（
『
史
学
研
究
』

　
七
七
・
七
八
・
七
九
合
併
号
）
昭
、
三
五
。
富
問
次
郎
門
イ
ギ
リ
ス
絶
対
主
義
と

　
修
道
院
解
散
隔
　
（
『
入
文
学
報
』
×
＜
H
）
昭
、
三
七
。
栗
則
義
信
「
上
訴
禁
止
法

　
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
妓
阜
大
学
研
究
報
告
一
入
文
科
学
！
二
二
一
一
号
）
昭
、

　
窪
七
。
熊
田
淳
美
「
イ
ギ
リ
ス
初
期
絶
対
王
政
下
の
議
会
と
富
僚
」
（
開
颯
洋
史
学
』

　
第
五
七
号
）
昭
、
三
八
。
越
智
武
臣
「
絶
対
主
義
の
政
治
部
風
土
ー
エ
リ
ザ
ペ
ス

　
朝
政
治
の
論
理
と
心
理
一
」
（
『
立
命
餓
文
学
』
第
二
二
八
考
）
昭
、
三
九
。
隅

　
「
近
代
英
圏
の
覚
醒
…
政
治
変
輩
と
政
治
指
導
1
」
（
岡
瞬
洋
史
学
隔
第
六
四
畢
）

　
昭
、
四
〇
。
岡
『
近
代
英
麟
の
超
漂
醍
昭
、
酉
一
。

⑤
こ
の
論
争
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
つ
ぎ
の
諸
論
文
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
来
た
。

　
勺
9
蓬
望
♂
＜
一
置
㌶
曇
。
嘩
貧
益
．
9
じ
嫡
欝
羅
冨
ρ
》
男
。
〈
o
一
葺
一
〇
＝
言
8
信
O
g

　
　
　
瓢
一
馨
。
蔓
叩
（
℃
僻
ψ
け
　
卿
　
勺
『
⑦
頓
O
嵩
醜
”
窯
O
．
b
o
窃
》
ド
リ
①
ω
）
…
…
（
≦
．
9
瓢
O
駁
」
）

　
旨
℃
．
O
o
o
勺
①
び
　
》
切
。
く
。
ξ
江
。
綴
　
ぎ
　
8
口
山
。
同
国
冨
8
蔓
～
　
（
℃
餌
。
摩
け
欝

　
　
　
憎
き
ω
o
簿
”
螺
ρ
卜
。
O
噂
お
8
Y
・
：
：
（
○
．
）

　
9
即
閑
謬
9
ど
8
ぴ
¢
縛
二
伽
。
『
斑
。
く
。
ご
賦
。
『
》
男
。
℃
な
．
（
勺
器
け
臼
白
岩
。
陰
臼
昼

　
　
　
鷹
ρ
㈹
ρ
一
㊤
震
）
…
…
（
粥
．
）

　
噂
①
鍵
嘱
芝
鷺
一
貯
罠
。
噂
騨
昌
傭
ρ
ゼ
．
鶏
霞
甑
累
讐
諺
涛
。
＜
9
耳
一
〇
昌
一
渇
感
償
α
o
同

　
　
　
潤
一
ω
ざ
蔓
り
（
℃
器
け
欝
勺
き
ω
窪
什
”
鷺
9
ω
一
レ
リ
象
）
…
…
（
≦
’
9
昌
傷
撮
。
囲
H
）

　
本
稿
で
は
（
　
）
内
の
と
お
り
に
略
記
し
て
引
m
用
す
る
。

ニ
　
エ
ル
ト
ン
の
蝋
、
テ
ユ
ー
ダ
ー
革
命
」
論

　
エ
ル
ト
ン
説
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
中
世
の
政

治
は
も
と
も
と
騨
王
の
政
治
で
あ
り
、
国
王
と
そ
の
随
伴
者
た
ち
の
王
会

（
8
ほ
9
器
σ
q
芭
に
よ
る
致
治
で
あ
っ
た
。
　
し
か
し
、
　
か
れ
ら
の
非
定
住
性

と
複
雑
化
し
た
行
政
は
恒
久
的
な
専
門
部
局
を
必
要
と
し
、
一
二
世
紀
以
来
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テpm一ダー革命i翁争（票日．D

財
務
府
・
コ
モ
ン
ロ
ー
裁
判
所
・
大
法
嘗
府
が
王
会
か
ら
独
立
し
た
岡
家
部

局
と
な
り
、
同
時
に
国
王
の
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
（
専
門
部
局
が
王
会
か
ら
分
撮

し
た
の
ち
三
王
に
直
属
し
た
家
産
的
役
人
醐
を
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
と
呼
ん
だ
）
は
国

籔
灘
謁
と
無
関
係
に
は
存
在
せ
ず
、
た
え
ず
国
王
の
意
志
・
命
令
を
そ
こ
へ

俵
達
す
る
導
管
と
し
て
作
用
し
つ
づ
け
た
。
し
か
し
一
三
世
紀
以
降
、
扇
全

都
局
が
貴
族
勢
力
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
に
お
よ
び
、
貴
族
勢
力
の
衰
退
期

に
は
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
政
治
が
復
活
・
強
化
さ
れ
－
真
実
に
中
世
的
な
方

法
へ
の
復
帰
1
、
圏
董
権
力
伸
張
に
害
与
し
、
こ
の
傾
向
は
エ
ド
ワ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

四
三
、
と
く
に
ヘ
ン
リ
…
七
世
に
お
い
て
よ
り
顕
著
に
現
わ
れ
た
。

　
し
か
し
、
真
の
岡
制
上
の
変
化
は
一
五
三
〇
年
代
ま
で
現
わ
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
時
期
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
ロ
ー
マ
教
皇
と
の
断
絶
を
通
し
て
一
五
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

三
年
の
上
訴
禁
止
法
で
主
権
国
家
理
念
の
宣
言
が
行
わ
れ
、
諸
立
法
を
通
し

て
宗
教
改
革
が
断
行
さ
れ
て
行
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
議
会
翻
定
法

が
重
要
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
議
会
竈
権
、
す
な
わ
ち
㍗
議
会
に
お
け
る
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

王
」
の
主
権
が
完
成
さ
れ
、
い
わ
ば
立
憲
的
・
制
隈
三
王
敢
が
確
立
し
た
。

こ
の
革
命
は
ま
た
行
政
的
な
大
変
化
を
も
伴
な
い
、
中
世
の
ハ
ウ
ス
ボ
ウ
ル

ド
政
治
に
か
わ
っ
て
国
家
的
官
僚
政
治
が
現
わ
れ
た
。
ま
ず
、
財
政
上
は
ハ

ゥ
ス
ホ
ウ
ル
ド
㎝
的
な
閣
　
王
私
室
財
務
…
局
（
チ
ェ
イ
ン
バ
ー
）
が
山
思
え
て
、
王
｛
至

増
加
紋
入
裁
判
所
（
以
下
増
叡
裁
判
所
と
略
称
す
る
）
を
は
じ
め
と
す
る
諸
財
政

裁
判
所
が
国
家
部
局
と
し
て
薪
設
・
再
組
繊
さ
れ
、
つ
ぎ
に
行
政
上
の
か
な

め
で
あ
っ
た
社
報
（
℃
二
く
団
。
・
。
巴
）
は
秘
書
富
長
職
に
よ
っ
て
と
っ
て
か
わ
ら

れ
、
ま
た
国
務
会
議
は
公
的
な
枢
密
院
と
し
て
紐
織
さ
れ
、
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ド
自
身
も
い
わ
ば
宮
内
庁
的
な
組
織
と
し
て
一
国
家
隷
局
へ
と
改
編
さ
れ
た
。

英
國
史
に
お
い
て
た
だ
三
つ
の
行
政
的
革
命
が
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
第
一

は
ア
ン
グ
ロ
・
ノ
ル
マ
ン
に
よ
る
董
ム
叩
で
、
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
政
治
を
も
た

ら
し
、
第
三
は
一
九
撤
紀
の
革
命
で
、
議
会
的
デ
モ
ク
ラ
シ
…
に
適
す
る
行

政
を
生
ん
だ
の
に
対
し
、
第
二
は
一
五
三
〇
年
代
の
行
政
改
革
で
あ
り
、
こ

の
と
き
の
原
理
一
国
家
部
局
に
よ
っ
て
ハ
ウ
ス
ボ
ウ
ル
ド
支
配
を
置
き
換

え
る
原
理
i
が
一
八
世
紀
に
い
た
る
ま
で
の
行
政
改
革
を
貫
い
た
の
で
あ

　
⑤

る
。　

つ
ぎ
に
こ
の
「
テ
ユ
…
ダ
i
革
命
」
の
推
進
者
と
し
て
エ
ル
ト
ン
は
ト
i

蝉、

X
廷
ク
ロ
ム
ウ
ニ
ル
を
重
視
す
る
。
ポ
ラ
ー
ド
が
長
い
発
展
的
な
プ
ロ
セ

ス
の
結
果
と
し
て
桐
密
院
の
田
現
を
考
え
、
宗
教
改
革
を
当
然
起
る
べ
く
し

て
起
っ
た
趨
来
事
と
み
た
の
に
対
し
、
エ
ル
ト
ン
は
こ
れ
ら
を
ク
ロ
ム
ウ
ェ

ル
の
慎
重
な
創
造
と
す
る
。
ロ
ー
マ
と
の
断
絶
を
計
醐
し
、
主
権
陶
家
理
念

表
明
の
機
会
を
と
ら
え
、
闘
家
統
治
の
機
構
を
創
設
し
た
の
は
ほ
か
な
ら
ぬ

ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
そ
の
人
で
あ
っ
た
と
エ
ル
ト
ン
は
考
え
、
英
幽
史
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

も
っ
と
も
い
ち
じ
る
し
い
革
命
的
入
物
と
し
て
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
を
見
、
か
れ

の
役
割
を
積
極
的
に
評
価
す
る
。

　
①
絹
．
¢
．
甫
‘
電
■
揖
占
b
。
”
目
「
饗
Ω
こ
や
ω
窃
．
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②
　
「
テ
ユ
ー
ダ
ー
革
命
の
本
質
的
成
分
は
国
家
の
主
権
に
つ
い
て
の
概
念
で
あ
っ

　
た
。
」
（
図
．
¢
’
月
二
℃
●
δ
O
顧
）

③
目
g
α
こ
℃
し
①
。
。
層

④
同
．
即
O
こ
や
治
伊

⑤
　
H
三
α
こ
唱
℃
』
陣
－
爵
9
拙
稿
「
初
期
テ
ユ
：
ダ
ー
財
務
行
政
に
関
す
る
問
題
」

　
四
八
一
四
九
頁
参
照
。

⑥
蜀
9
8
二
や
嵩
8

三
宗
教
改
革

　
中
没
史
家
と
し
て
の
ハ
リ
ス
は
、
中
世
に
終
正
符
を
打
ち
、
か
つ
近
代
主

権
国
家
を
生
み
出
し
た
革
命
、
し
か
も
ひ
と
り
の
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
革

命
に
疑
闇
を
も
ち
、
各
都
に
わ
た
っ
て
中
世
と
テ
ユ
ー
ダ
…
期
の
連
続
性
を

強
調
し
て
行
く
。

　
エ
ル
ト
ン
は
上
訴
禁
恋
法
に
あ
る
「
エ
ム
パ
イ
ア
」
を
霊
馨
し
、
そ
れ
は

「
一
つ
の
政
治
的
単
位
、
す
な
わ
ち
い
か
な
る
外
国
主
権
者
の
権
威
か
ら
も

鼠
奮
治
的
国
樹
で
あ
り
・
新
し
観
念
で
あ
る
と
降
る
が
・
ハ
リ

ス
は
ま
ず
、
第
一
批
判
に
お
い
て
、
エ
ム
パ
イ
ア
（
困
一
嵩
℃
㊦
吋
一
信
ヨ
）
と
い
う
語

は
そ
の
祖
先
を
中
世
政
治
思
想
の
中
に
も
ち
、
あ
る
種
の
限
界
を
も
ち
つ
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

け
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
す
な
わ
ち
、
エ
ル
ト
ン
も
認
め
る
よ
う
に
、
こ
の

言
葉
は
教
会
に
お
け
る
教
皇
酋
位
権
の
否
定
と
世
俗
男
主
に
よ
る
教
会
関
係

事
項
の
完
全
支
配
を
正
当
化
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
。
上
訴

禁
止
法
の
草
稿
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
蓑
現
は
潮
ら
れ
、
こ
の
法
の
ど
こ

に
も
聖
俗
の
司
法
権
が
君
主
か
ら
派
生
し
た
と
は
明
白
に
主
張
さ
れ
て
お
ら

ず
、
た
だ
イ
ギ
リ
ス
の
教
会
の
伝
統
的
な
司
法
的
自
立
性
を
霊
回
し
た
に
過

ぎ
ず
、
宗
教
問
題
に
お
け
る
蟹
王
の
司
法
権
は
薪
し
い
顯
家
理
論
で
は
な
く
、

む
し
ろ
岡
三
の
新
し
い
属
性
を
示
し
た
。
教
会
関
係
事
項
に
つ
い
て
の
国
王

の
権
威
は
一
五
三
四
年
の
国
王
歪
上
法
に
お
け
る
「
教
会
の
最
高
の
首
長
」

に
基
づ
い
て
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
上
訴
禁
止
法
に
「
エ

ム
パ
イ
ア
」
が
用
い
ら
れ
た
か
。
ハ
リ
ス
は
「
エ
ム
パ
イ
ア
」
が
中
世
の
雷

葉
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
六
世
紀
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
や
君
主
主

義
者
に
強
く
訴
え
る
も
の
を
も
ち
、
そ
の
感
動
さ
せ
る
力
が
上
訴
禁
止
法
に

お
い
て
患
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
説
明
す
る
。

　
つ
ぎ
に
ハ
リ
ス
は
中
世
国
王
権
力
が
す
で
に
教
会
を
支
配
す
る
力
を
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
い
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
中
世
に
お
い
て
教
会
法
と
国
家
の
法
が
か
ち
あ

っ
た
と
き
に
は
、
後
者
が
前
者
を
禁
止
し
た
し
、
修
正
も
し
た
。
墾
職
者
会

議
は
宗
教
改
革
後
、
国
王
の
許
可
な
し
に
開
か
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ

た
が
、
宗
教
改
革
に
先
立
つ
九
〇
年
閥
に
お
い
て
國
王
の
令
状
な
し
に
召
集

さ
れ
た
聖
職
者
会
議
は
た
だ
の
一
度
だ
け
で
あ
っ
た
。
ま
た
聖
職
推
薦
権
を

め
ぐ
る
教
皇
と
国
王
の
対
立
が
あ
っ
た
が
、
　
一
五
世
紀
末
ま
で
に
教
皇
の
聖

職
戯
任
は
麟
王
に
よ
っ
て
附
止
さ
れ
、
羅
王
の
主
教
統
制
も
強
化
さ
れ
て
、

か
れ
ら
は
次
第
に
独
立
性
を
失
い
、
政
府
の
役
人
に
近
い
も
の
と
な
っ
て
行

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
す
で
に
中
世
後
期
に
お
い
て
国
家
が
教
会
に
対
し
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テユーダー一革：命論争（葉ill）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

優
位
を
占
め
て
お
り
、
ヘ
ン
リ
ー
の
宗
教
改
革
は
中
世
王
権
の
結
ぶ
実
で
あ

っ
た
と
。

　
国
王
離
婚
問
題
に
関
し
て
は
、
　
エ
ル
ト
ン
に
よ
れ
ば
ヘ
ン
リ
ー
は
分
析

的
・
建
設
的
な
能
力
を
欠
い
て
お
り
、
ロ
…
マ
と
の
断
絶
を
実
行
で
き
ず
、

ウ
ル
ジ
…
や
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
か
な
り
の
程
度
ま
で
委
任
し
た
。
し
た
が
っ

て
一
五
二
九
－
三
一
年
は
無
政
策
の
聴
唖
で
あ
り
、
一
五
三
一
年
末
に
ク
ロ

ム
ウ
ェ
ル
が
国
務
会
議
の
イ
ン
ナ
ー
リ
ン
グ
に
昇
進
し
て
の
ち
、
か
れ
に
よ

っ
て
宗
教
改
革
諸
法
が
起
草
さ
れ
、
新
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
行
っ
た
と
。

こ
れ
に
対
し
て
ハ
リ
ス
と
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
、
ヘ
ン
リ
ー
の
み
が
離
婚
に
よ

っ
て
生
ず
る
危
機
の
性
質
を
知
り
、
そ
の
コ
ー
ス
を
計
卜
し
、
実
行
し
た
と

す
る
ポ
ラ
ー
ド
の
見
解
も
、
た
だ
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
才
能
に
よ
っ
て
の
み
過

宏
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
い
う
エ
ル
ト
ン
の
見
解
も
と
も
に
退
け
て
、

ヘ
ン
リ
…
は
自
分
の
匿
的
遂
行
の
た
め
に
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
を
道
具
と
し
て
用

　
　
　
　
　
　
⑤

い
た
と
解
釈
す
る
。
も
ち
ろ
ん
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
果
し
た
役
割
は
過
小
評
鎮

さ
れ
て
は
な
ら
な
い
が
、
離
婚
問
題
は
ヘ
ン
リ
ー
自
身
の
問
題
で
あ
る
と
岡

時
に
、
ま
た
王
位
・
王
家
・
王
園
に
関
す
る
問
題
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
ヘ
ン

リ
ー
は
積
極
的
に
行
動
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
一
五
二
九
－
三
一
年
は
必
ず
し

も
無
政
策
な
時
期
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
ヘ
ン
リ
ー
の
政
治
的
感
覚
が

不
必
要
な
危
険
を
冒
す
こ
と
を
避
け
た
そ
う
い
う
蒔
期
で
あ
っ
た
。
ま
た
ク

ロ
ム
ウ
ェ
ル
が
宗
教
改
革
諸
法
の
起
草
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
か
れ
が
そ

の
鶏
的
を
最
初
に
考
え
つ
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
論
証
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
。

　
こ
れ
ら
の
批
判
に
対
し
て
、
エ
ル
ト
ソ
は
ま
ず
、
　
「
エ
ム
パ
イ
ア
」
が
中

世
的
な
国
王
の
属
性
よ
り
も
む
し
ろ
上
訴
禁
止
法
の
文
面
か
ら
い
っ
て
土
地

領
域
を
考
え
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
国
民
国
家
に
つ
い
て

の
概
念
は
そ
れ
が
ど
ん
な
に
多
く
伝
統
的
な
考
え
に
由
来
し
よ
う
と
も
政
治

体
の
統
一
的
性
格
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
確
さ
を
「
エ
ム
パ
イ
ア
偏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
付
け
加
え
た
と
し
て
、
こ
の
…
百
葉
の
使
用
の
意
義
を
再
説
す
る
。
つ
ぎ
に

宗
教
改
革
の
薩
前
に
用
い
ら
れ
た
睡
営
唱
巽
凶
巴
自
○
≦
冒
の
意
味
を
考
察
し
、

ハ
リ
ス
が
述
べ
る
よ
う
に
一
五
三
二
年
に
も
一
ヨ
需
ユ
巴
霞
○
タ
5
が
用
い
ら

れ
よ
う
と
す
る
が
、
こ
の
場
合
少
く
と
も
結
婚
問
題
・
異
端
問
題
に
関
し
て

は
国
王
は
教
皇
の
鋼
法
権
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ

れ
を
一
五
三
四
年
の
閣
董
至
上
法
に
お
け
る
一
ヨ
唱
①
ユ
巴
。
吋
。
づ
．
p
と
比
べ
る

と
対
照
は
明
白
で
あ
る
。
後
者
に
お
い
て
は
口
車
は
教
会
の
最
高
の
首
長
で

あ
っ
て
、
新
し
い
権
力
を
一
諺
唱
二
一
鉱
2
0
≦
旨
に
帰
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は

こ
の
八
寸
の
中
闘
に
あ
る
上
訴
禁
馳
駅
の
諄
昌
℃
Φ
ユ
巴
霧
。
タ
δ
は
ど
う
か
。

こ
こ
で
は
國
王
は
「
最
高
の
首
長
か
つ
照
王
」
と
規
定
さ
れ
、
明
か
に
聖
俗

両
方
の
酋
長
、
す
な
わ
ち
国
王
の
二
重
の
至
上
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ハ

リ
ス
は
圏
玉
至
上
法
か
ら
宗
教
的
司
法
権
に
対
す
る
国
黒
の
革
新
的
な
要
求

が
趨
っ
た
と
考
え
る
が
、
上
訴
禁
閣
法
に
お
け
る
こ
の
重
要
性
を
見
落
し
て
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⑦

い
る
と
エ
ル
ト
ソ
は
反
論
す
る
。

　
ハ
リ
ス
は
宗
教
改
革
の
先
行
現
象
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
宗
教
改
草
を
中

陸
田
権
の
結
ぶ
実
と
み
な
し
た
が
、
エ
ル
ト
ン
は
中
世
に
お
け
る
教
皇
の
干

渉
に
対
す
る
国
王
権
威
維
持
の
政
策
と
宗
教
改
革
に
お
け
る
全
教
皇
権
廃
止

の
政
策
の
差
は
あ
ま
り
に
も
大
き
い
と
考
え
る
。
ハ
リ
ス
の
よ
う
に
考
え
れ

ば
、
宗
教
改
革
の
存
在
理
由
が
明
確
に
な
ら
な
い
。
ロ
ー
マ
と
の
断
絶
は
ヘ

ン
リ
；
が
教
皇
に
効
果
あ
る
助
力
を
期
待
す
る
こ
と
の
不
可
能
を
あ
ば
く
こ

と
を
決
定
し
た
か
ら
起
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
教
皇
が
ヘ
ン
リ
ー
の
計
画
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

妨
げ
て
い
る
こ
と
を
発
遷
し
た
か
ら
起
っ
た
。
こ
こ
で
は
も
は
や
伝
統
的
な

教
皇
…
圏
王
関
係
は
存
在
し
な
い
。
こ
う
し
て
エ
ル
ト
ン
は
中
世
に
お
け
る

先
行
現
象
が
い
か
に
多
く
認
め
ら
れ
よ
う
と
も
、
こ
の
と
き
属
家
の
性
質
の

上
に
、
そ
し
て
世
俗
権
力
と
教
会
権
力
の
上
に
や
っ
て
来
た
変
化
の
重
要
性

を
再
確
認
す
る
。

　
こ
の
エ
ル
ト
ン
の
応
答
に
対
し
て
、
ハ
リ
ス
は
第
二
批
判
に
お
い
て
も
う

一
度
エ
ル
ト
ン
に
応
酬
す
る
。
エ
ル
ト
ン
は
上
訴
禁
止
法
が
「
エ
ム
パ
イ
ア
」

を
領
土
的
単
位
と
し
て
用
い
、
か
つ
そ
れ
に
赫
し
い
意
味
、
す
な
わ
ち
教
会

関
係
事
項
に
お
け
る
優
位
を
付
与
し
た
と
主
張
す
る
が
、
ハ
リ
ス
は
ヘ
ン
リ

ー
肖
身
が
こ
の
後
者
の
意
味
で
「
エ
ム
パ
イ
ア
」
を
用
い
る
こ
と
を
欲
し
た

こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
ぢ
も
銭
ご
ヨ
の
領
土
的
な
用
法
は
は
た
し
て
意
義
深

い
変
化
を
も
た
ら
し
た
か
と
疑
問
を
抱
く
。
ケ
ブ
ナ
…
の
い
う
よ
う
に
、

「
権
威
」
か
ら
「
領
土
」
へ
の
こ
露
唱
窺
貯
導
の
書
論
上
の
変
化
の
先
例
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

な
い
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
エ
ル
ト
ソ
は
上
訴
禁
止
法
の
「
最

高
の
首
長
」
を
重
視
す
る
が
、
こ
れ
は
国
王
至
上
法
に
お
け
る
そ
れ
と
一
致

す
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
一
五
三
一
年
の
聖
職
者
会
議
の
決
議
に
お
け
る
そ

れ
（
教
会
内
の
世
俗
的
審
壌
に
お
け
る
最
高
の
蒼
長
）
と
同
じ
も
の
か
、
闇
題
は

　
　
　
　
　
⑭

残
る
と
考
え
る
。
つ
ぎ
に
ハ
リ
ス
は
教
会
の
変
革
が
そ
の
ま
ま
国
家
の
革
命

と
考
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
そ
の
変
革
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
国
家
主

権
の
誕
生
と
な
っ
た
か
と
い
う
自
分
の
夕
闇
に
エ
ル
ト
ン
は
十
分
答
え
て
い

な
い
と
い
う
不
満
を
述
べ
、
教
皇
の
干
渉
を
制
限
し
た
主
権
と
全
教
皇
権
を

廃
し
た
主
権
の
差
は
認
め
ら
れ
ず
、
世
俗
権
力
の
強
大
化
は
必
然
飽
に
前
者

か
ら
後
者
に
進
む
と
し
、
宗
教
改
革
に
お
け
る
対
教
会
政
策
は
従
来
の
方
法

の
強
化
に
ほ
か
な
ら
ず
、
こ
れ
を
革
命
と
み
な
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
論

　
⑪

じ
て
、
自
説
を
も
う
一
度
強
調
す
る
。
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e
押
℃
や
Φ
1
お
■

③　
H
σ
δ
こ
℃
》
二
歩
メ

④　
H
σ
叢
二
や
ミ
■

⑤　
H
び
置
；
唱
や
蕊
』
ρ

⑥　
図
‘
ワ
ト
。
ρ

⑦　
ぎ
δ
こ
℃
や
悼
O
占
ピ

⑧　
H
σ
乙
こ
や
ω
Q
。
．

⑨　≦
・
自
・
⇒
α
国
・
同
鰹
℃
や
。
。
刈
i
。
。
。
。
・
。
騰
・
塑
閑
8
σ
器
ご
図
ヨ
喝
蹄
ρ
一
〇
①
鮮
℃
や

　
ω
の
一
ω
Q
。
「
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⑩
≦
6
＆
鍔
算
娼
．
。
。
。
。
口
b
・

⑪
H
三
畠
‘
署
●
。
。
。
。
あ
9

匹
　
議
　
会
　
主
　
権

　
エ
ル
ト
ソ
は
「
テ
ユ
ー
ダ
i
革
命
」
に
よ
っ
て
国
王
主
権
が
創
造
さ
れ
た

ば
か
り
で
な
く
、
制
定
法
の
歪
胃
性
、
換
言
す
れ
ば
議
会
に
お
け
る
国
王
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

主
権
も
確
立
さ
れ
た
と
考
え
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
か
れ
は
か
っ
て
自
然

法
と
神
詣
の
制
約
下
に
あ
っ
た
制
定
法
が
宗
教
改
革
以
後
そ
の
制
約
を
越
え

て
自
由
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
中
世
政
治
の
特
徴
は
、
ま
ず
そ
れ
が
法
を
発

見
し
、
そ
れ
か
ら
法
を
運
用
す
る
こ
と
に
あ
，
つ
た
が
、
近
代
政
治
は
ま
ず
法

を
作
り
、
そ
れ
か
ら
運
用
す
る
。
こ
こ
に
宗
教
改
革
諸
法
を
生
み
遷
し
た
一

五
霊
○
年
代
は
ま
さ
し
く
中
世
憲
政
の
終
り
と
近
代
憲
政
の
始
り
を
印
づ
け

　
②

る
と
Q

　
こ
れ
に
対
し
て
ハ
リ
ス
は
中
毒
の
法
形
成
が
純
粋
に
宣
明
的
な
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
難
解
は
ク
ラ
イ
ム
ズ
や
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
す
で
に
退
け

ら
れ
、
一
五
世
紀
の
半
ば
か
ら
法
を
宣
明
す
る
制
定
法
と
法
を
導
入
す
る
制

定
法
の
間
に
区
別
が
設
け
ら
れ
た
と
し
、
ヘ
ソ
リ
i
八
世
時
代
の
立
法
は
疑

い
な
く
制
定
法
の
発
展
を
促
し
た
が
、
制
定
法
の
性
質
決
定
へ
の
確
定
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

前
進
は
一
五
世
紀
後
半
に
諸
法
廷
に
お
い
て
な
さ
れ
た
と
述
べ
る
。
つ
づ
い

て
、
欄
定
法
が
窃
然
法
に
抵
触
す
る
と
き
前
者
は
無
効
で
あ
る
と
い
う
考
え

が
フ
ォ
ー
テ
ス
キ
ュ
ー
や
セ
ソ
ト
ー
ー
ジ
ャ
…
マ
ン
に
あ
る
塩
が
、
こ
の
制
約
は

純
粋
に
理
論
的
な
も
の
に
止
ま
り
、
自
然
法
は
一
五
世
紀
に
も
一
六
世
紀
に

も
実
際
上
製
法
編
約
す
る
黎
を
も
た
な
か
・
た
こ
と
を
明
か
に
す
菊

ま
た
神
法
に
関
し
て
は
、
エ
ル
ト
ン
は
一
五
三
四
年
の
特
免
法
を
と
り
上
げ

て
、
王
三
内
で
作
成
さ
れ
、
発
今
さ
れ
た
も
の
以
外
の
法
に
従
う
こ
と
か
ら

自
由
な
王
国
を
宣
言
し
た
こ
の
法
は
憲
法
・
肖
然
法
の
介
入
を
除
い
た
と
し

た
が
、
特
免
法
ば
明
ら
か
に
自
然
法
に
で
は
な
く
人
聞
法
に
関
与
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
法
の
制
定
が
鍵
書
や
神
品
に
反
し
な
い
こ
と
と
い
う
明
白
な

留
保
条
項
を
含
ん
で
お
り
、
エ
ル
ト
ン
の
理
解
は
全
く
こ
じ
つ
け
で
あ
る
と

ハ
リ
ス
は
論
破
す
る
。
む
し
ろ
特
免
法
は
制
定
法
に
隈
界
を
置
く
も
の
で
あ

り
、
話
法
遵
守
は
制
定
法
と
宗
教
改
革
擁
護
嚢
の
双
方
に
よ
っ
て
必
要
な
も

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
制
定
法
は
教
義
や
典
礼
を
変
え
ず
、
　
一
五
三

九
年
の
六
力
条
法
は
た
ん
に
異
端
的
教
義
支
持
者
に
対
す
る
罰
則
を
決
定
し

た
だ
け
で
あ
り
、
制
定
法
に
よ
る
教
義
決
定
は
エ
ド
ワ
…
ド
六
肉
畜
代
に
入

　
　
　
　
　
　
　
⑥

っ
て
か
ら
で
あ
る
と
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ハ
リ
ス
は
制
定
法
の
性
質
も
そ
の

制
約
も
ロ
…
マ
と
の
断
絶
に
つ
い
て
の
立
法
に
よ
っ
て
な
ん
ら
影
響
を
受
け

な
か
っ
た
と
し
て
エ
ル
ト
ン
に
す
る
ど
く
対
立
す
る
。

　
つ
ぎ
に
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
議
会
主
義
の
展
開
を
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
功
績
に

よ
る
よ
り
も
、
中
世
以
来
の
伝
統
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
独
自
の
祉
会
構
造
に
よ

る
も
の
と
考
え
る
。
中
央
集
権
政
治
の
伝
統
、
國
民
的
資
本
の
存
在
、
地
域
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の
梅
対
的
な
狭
さ
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
が
支
配
階
級
を
し
て
そ
の
権
力
を
議

会
に
委
ね
し
め
、
国
王
と
協
力
す
る
こ
と
を
助
長
し
、
ま
た
長
子
相
続
制
は

貴
族
と
非
貴
族
の
上
層
部
を
近
親
感
で
結
び
、
貴
族
は
免
税
の
特
権
を
も
た

な
か
っ
た
た
め
に
貴
族
院
と
庶
民
院
の
利
害
は
基
本
的
に
一
致
し
、
国
王
も

分
割
統
治
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
う
し
て
議
会
主
義
の
発
達
が
確
立
さ
れ

　
⑦

た
と
。

　
さ
ら
に
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
一
六
世
紀
の
理
論
家
お
よ
び
実
際
面
に
携
わ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

た
裁
判
宮
の
考
え
を
列
挙
し
て
、
連
失
主
権
理
論
は
十
分
置
確
立
し
て
お
ら

ず
、
と
く
に
立
法
的
主
権
の
達
成
は
本
質
的
に
心
的
態
度
に
お
け
る
変
化
を

伴
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
少
く
と
も
実
際
的
な
法
律
家
に
よ
っ
て
そ
れ
が
理
解
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
立
法
的
霊
権
は
全
く
存
在
し
な
い
と
す
る
。
つ
づ
い

て
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
ブ
ル
ボ
ン
ー
フ
ラ
ン
ス
は
エ
ル
ト
ン
的
な
主
権
麟
家
で

は
な
か
っ
た
が
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
…
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
よ
り
は
る
か
に
有
力
で
、

主
権
概
念
は
国
家
権
力
や
国
家
と
社
会
の
関
係
を
開
ら
か
に
す
る
も
の
で
な

い
こ
と
、
ま
た
一
五
世
紀
の
慣
行
は
い
わ
ゆ
る
主
権
国
家
の
考
え
方
か
ら
そ

れ
ほ
ど
隔
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
一
六
世
紀
の
慣
行
や
理
論
は
主
権
瞬
家
の

考
え
方
に
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
が
、
行
き
つ
い
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、

主
穫
概
念
は
一
六
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
変
化
を
見
通
す
上
で
有
用
な
も
の
で

　
　
　
　
　
　
⑩

な
い
こ
と
を
論
じ
、
エ
ル
ト
ソ
の
強
調
す
る
議
会
主
権
を
批
判
的
に
見
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
と
ハ
リ
ス
の
第
一
批
判
の
あ
と
、

ク
…
パ
…
が
論
争
当
事
者
に
つ
ぎ
の
二
点
を
揚
摘
す
る
。
一
五
三
〇
年
代
に

な
っ
て
は
じ
め
て
議
会
は
重
要
性
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
エ
ル
ト
ン

に
対
し
、
ま
た
ヘ
ン
リ
ー
七
世
・
ウ
ル
ジ
ー
の
消
極
策
に
よ
っ
て
一
五
二
九

年
ま
で
三
二
年
間
に
議
会
は
わ
ず
か
数
過
間
開
か
れ
た
に
過
ぎ
な
い
と
す
る

ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
に
対
し
て
、
議
会
開
期
の
継
続
期
聞
が
問
題
と
さ
れ
る
限
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

両
者
の
議
論
は
正
し
く
な
い
と
し
て
、
議
会
閥
期
の
正
確
な
日
数
を
注
意
し
、

つ
ぎ
に
一
五
・
コ
ハ
世
紀
に
お
け
る
制
定
法
に
対
す
る
自
然
法
の
制
約
の
実

際
的
な
効
果
を
否
定
す
る
ハ
リ
ス
に
対
し
て
ク
ー
パ
ー
は
、
自
然
法
、
神
法
、

そ
し
て
の
ち
に
は
基
本
法
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
た
場
合
、
制
定
法
は
よ
り

拘
東
力
と
実
際
上
の
効
果
を
も
つ
と
諸
法
廷
は
考
え
た
と
し
て
、
そ
れ
ら
の

法
の
制
約
性
を
論
じ
、
他
方
制
定
法
は
国
王
自
身
を
必
ず
し
も
拘
束
せ
ず
、

む
し
ろ
自
然
法
概
念
が
閣
王
の
権
利
の
決
定
と
適
用
に
現
実
的
な
影
響
力
を

も
ち
、
議
会
が
絶
対
的
に
正
規
な
、
か
っ
連
続
的
に
必
須
な
部
分
と
な
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
…
六
八
八
年
以
後
で
あ
っ
た
と
す
る
。

　
さ
て
、
第
～
批
判
を
受
け
た
エ
ル
ト
ン
は
そ
の
応
答
に
お
い
て
卒
薩
に
つ

ぎ
の
と
お
り
訂
正
す
る
。
ま
ず
中
世
に
お
い
て
法
は
作
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
て
宜
明
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
マ
ッ
キ
ル
ウ
ェ
イ
ン
の
見
解
に
い

ま
や
同
意
で
き
な
い
こ
と
、
つ
ぎ
に
特
免
法
は
自
然
法
の
否
定
を
意
味
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
こ
の
二
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
エ

ル
ト
ン
は
一
五
三
〇
年
代
は
制
定
法
の
権
限
上
の
変
化
、
立
法
に
対
す
る
全
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般
的
態
度
の
変
化
を
証
明
す
る
と
考
え
る
。
ハ
リ
ス
は
一
五
世
紀
に
制
定
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

が
教
会
法
に
打
ち
勝
っ
た
と
主
張
す
る
が
、
そ
こ
で
引
用
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は

教
会
法
中
の
世
俗
的
な
も
の
に
関
係
し
て
お
り
、
教
会
関
係
単
項
は
念
ま
れ

て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
反
し
、
　
一
五
四
七
年
以
後
議
会
は
教
義
の
よ
う
な

教
会
関
係
事
項
を
擬
定
し
、
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
治
世
に
お
い
て
す
ら
そ
う
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

う
気
運
が
明
か
に
み
ら
れ
た
。
ハ
リ
ス
が
い
う
よ
う
に
制
定
法
の
権
威
は
宗

教
改
革
議
会
の
前
後
で
大
き
く
違
わ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
前
に
は

教
会
関
係
事
項
が
含
ま
れ
ず
、
以
後
に
は
そ
れ
が
含
ま
れ
た
と
エ
ル
ト
ン
は

　
　
⑯

考
え
る
。
ま
た
議
会
の
地
位
に
関
し
て
は
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
い
う
中
世
の

伝
統
、
特
殊
な
社
会
構
造
が
当
然
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
代
議
制
度

が
他
の
国
で
衰
え
つ
つ
あ
っ
た
と
き
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
議
会
が

有
効
な
政
治
に
対
す
る
害
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
き
に
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
行

敷
は
議
会
と
協
働
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
瞬
王
は
そ
の
力
を
い
か
に
改
善
す
る

こ
と
が
で
き
た
か
を
示
し
た
し
、
し
か
も
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
は
議
会
を
用
い
ね

ば
な
ら
な
い
と
き
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
絶
対
的
必
要
が
な
い
と
き
で
す
ら
も

　
　
　
　
　
⑰

議
会
を
用
い
た
。
つ
ま
り
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
は
無
か
ら
有
を
作
り
出
し
た
の

で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
議
会
を
重
視
し
た
結
果
、
一
六
世
紀
に
お
い
て

議
会
の
強
さ
は
拡
張
さ
れ
、
制
定
法
の
権
威
も
拡
大
し
た
と
エ
ル
ト
ン
は
い

礁
よ
ノ　

こ
れ
に
対
し
て
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
第
二
批
判
に
お
い
て
、
教
会
関
係
事
項

が
制
定
法
に
含
ま
れ
た
の
は
一
五
四
七
年
以
後
で
あ
っ
て
、
エ
ド
ワ
ー
ド
六

世
の
治
世
が
決
定
的
な
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
、
制
定
法
に
よ
っ
て
立
案
さ
れ

る
こ
と
の
は
じ
ま
り
は
重
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
主
権
…
に
つ
い
て
の
新
し
い

概
念
の
結
果
で
あ
る
か
ど
う
か
、
当
時
の
ド
イ
ツ
で
は
議
会
は
有
力
で
あ
り
、

ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
が
議
会
を
尊
重
し
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
か
れ

の
議
会
に
対
す
る
態
度
は
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
ウ
ル
ジ
…
の
態
度
と
異
っ
て

い
た
と
い
う
程
度
の
こ
と
に
し
か
過
ぎ
な
い
と
し
て
エ
ル
ト
ソ
へ
の
不
満
を

　
　
⑲

述
べ
る
。

　
①
　
即
¢
・
6
噛
℃
．
δ
Q
。
幽

　
②
目
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⑪
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四
九
八
一
一
五
エ
九
年
間
に
議
会
は
約
六
三
週
間
開
か
れ
、
ま
た
ヘ
ン
リ
ー

　
七
二
、
ヘ
ン
リ
ー
八
世
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
最
初
の
二
〇
年
間
に
議
会
は
そ
れ
ぞ
れ

　
　
六
九
、
五
三
、
六
二
週
間
開
か
れ
た
。
　
（
ρ
噌
℃
や
ご
？
二
一
●
）

　
⑫
H
烹
島
‘
℃
や
＝
H
ゐ
鐸

　
⑬
図
こ
や
ω
◎

　
⑭
棄
聾
乱
舞
・
H
”
や
罫
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⑮
例
え
ば
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
質
問
に
対
し
、
ジ
ョ
ソ
ー
ー
モ
ア
ー
ズ
は
璽
霊
が
か
つ

　
て
教
会
会
議
に
臨
在
し
た
と
同
様
に
欄
定
法
に
も
臨
在
す
る
と
答
え
て
い
る
。

　
（
図
こ
唱
や
。
。
“
－
ω
○
。
．
）

⑯
H
三
鳥
こ
唱
』
ヂ
。
。
Φ
●

⑰
　
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
が
議
会
・
舗
定
法
に
よ
っ
て
行
為
し
た
例
と
し
て
エ
ル
ト
ソ
は
、

　
増
収
裁
制
所
は
は
じ
め
行
政
命
令
に
よ
る
処
理
で
設
置
さ
れ
よ
う
と
し
た
が
、
結

　
局
、
綱
定
法
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
こ
と
、
ウ
ル
ジ
ー
に
よ
る
野
道
院
解
散
は
教

　
皇
権
威
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
、
他
方
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
よ
る
解
散
は
ウ
ル
ジ
…

　
の
先
例
に
も
と
づ
け
ば
イ
ギ
リ
ス
教
会
の
最
高
の
首
長
と
し
て
の
ヘ
ン
リ
ー
の
権

　
威
門
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
麟
定
法
に
よ
っ
て
行
わ

　
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
》
闘
伽
α
q
馨
Φ
の
小
乱
道
院
は
一
五
三
二
年
・
強
制
的
に
解
細
腰
さ

　
せ
ら
れ
た
が
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
が
麟
政
を
十
分
掌
握
し
て
の
ち
（
一
五
三
四
年
）

　
捌
定
法
の
遡
及
的
保
証
を
受
け
て
処
理
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
る
。
　
（
織
豊
℃
．
母
●
）

　
⑱
囲
三
畠
‘
℃
誌
P

　
⑲
≦
．
書
畠
軍
同
さ
毛
．
㊤
令
0
9

五
　
行
　
政
　
改
　
革

　
ま
ず
ハ
リ
ス
の
第
蝋
批
判
か
ら
み
て
行
く
。
中
世
財
務
行
政
に
お
い
て
、

ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
内
部
の
分
枝
ウ
ォ
ー
ド
ロ
ー
ブ
（
国
王
衣
裳
室
）
や
チ
ェ
イ

ソ
バ
…
（
鼠
王
私
室
）
が
用
い
ら
れ
た
が
、
お
も
に
国
王
の
私
的
支
出
に
役
立

っ
た
程
度
で
、
中
世
国
家
財
政
の
本
豪
の
部
局
・
最
高
の
財
政
機
関
は
財
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

府
で
あ
り
、
十
分
国
象
的
・
官
僚
的
な
部
局
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ハ
ウ

ス
ホ
ウ
ル
ド
的
財
政
を
採
用
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
四
世
・
ヘ
ン
リ
ー
七
世
の
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
②

事
が
中
世
政
治
の
復
活
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
む
し
ろ
政
治

の
吉
籍
的
な
段
階
へ
の
逆
戻
り
で
し
か
な
隔
、
」
う
し
て
生
ま
れ
た
チ

ェ
イ
ン
バ
ー
行
政
は
そ
れ
を
動
か
す
有
能
な
人
物
と
運
命
を
と
も
に
し
、
各

種
の
蔀
局
が
増
殖
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
増
収
裁
判
所
を
は
じ
め
と
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

れ
ら
の
部
局
を
エ
ル
ト
ン
は
嘗
瞭
駒
な
配
置
と
考
え
る
が
、
こ
こ
に
は
ク
ロ

ム
ウ
ェ
ル
の
個
人
的
な
指
導
が
あ
り
、
こ
れ
は
オ
フ
ィ
ス
を
も
と
に
し
た
政

治
で
は
な
く
て
個
人
的
支
配
、
非
嘗
僚
的
支
配
で
あ
り
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の

失
脚
後
に
嘗
燈
制
化
が
進
み
、
　
一
五
五
四
年
の
財
務
府
の
圃
復
と
な
っ
た
。

し
た
が
っ
て
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
は
ヘ
ン
ジ
i
七
世
の
採
っ
た
方
法
を
展
開
し
た

最
後
の
入
物
で
あ
り
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
の
財
務
欝
の
複
接
の
樵
先
は
一
五
三

〇
年
代
の
改
革
に
よ
る
財
務
機
関
で
は
な
く
て
、
工
世
紀
さ
か
の
ぼ
っ
た
中

世
の
財
務
府
で
あ
っ
た
。
両
者
は
多
く
の
点
で
異
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

要
な
原
理
は
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
的
で
は
な
く
て
官
僚
的
で
あ
っ
た
と
ハ
リ
ス

は
こ
こ
で
も
中
世
的
伝
統
を
強
調
し
、
一
五
三
〇
年
代
の
革
新
性
を
否
定
す

る
。　

つ
ぎ
に
、
最
後
の
中
世
的
な
大
法
富
が
最
初
の
近
代
的
な
秘
書
官
長
に
よ

っ
て
と
っ
て
代
わ
ら
れ
、
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
的
な
王
璽
や
御
璽
（
ω
お
器
伸
）
が

衰
退
し
、
古
い
聖
職
者
行
政
官
・
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
行
政
宮
に
か
わ
っ
て
新

し
い
行
政
宮
が
進
幽
し
、
こ
こ
に
も
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
的
な
も
の
か
ら
官
僚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

的
な
も
の
へ
の
移
行
が
み
ら
れ
る
と
エ
ル
ト
ン
は
考
え
る
。
し
か
し
ハ
リ
ス

は
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
期
の
秘
書
官
職
の
主
脳
は
王
璽
で
あ
り
、
－
そ
の
王
璽
は
大
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テs．　一“ダー革命論争（熱i．1）

法
官
府
で
用
い
ら
れ
る
国
璽
（
σ
q
話
簿
器
巳
）
の
保
証
と
不
定
期
の
財
務
府
支

出
の
保
証
で
あ
り
、
国
王
や
国
務
会
議
の
敷
治
的
・
行
政
的
決
定
の
執
行
に

あ
た
っ
て
力
を
も
ち
、
ま
た
御
璽
は
王
璽
へ
の
保
証
ま
た
国
王
の
個
人
的
書

簡
の
印
璽
と
し
て
の
機
能
を
果
し
て
お
り
、
エ
ル
ト
ン
の
い
う
よ
う
に
聖
王

権
威
を
示
す
御
璽
が
圏
務
会
議
の
権
威
を
具
え
た
王
璽
と
対
立
し
た
と
考
え

る
こ
と
は
誤
り
で
あ
り
、
む
し
ろ
王
璽
を
行
政
の
中
心
と
し
た
シ
ス
テ
ム
が

存
在
し
、
こ
れ
を
十
分
な
宮
僚
制
シ
ス
テ
ム
で
な
い
と
考
え
る
こ
と
自
体
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

無
理
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
ま
た
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
よ
る
秘
書
官
長
職
の
上

昇
は
結
局
、
個
人
政
治
で
あ
り
、
中
世
の
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
的
方
法
と
近
代

の
官
僚
的
方
法
の
間
の
対
照
が
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
で
は
な
く
、
国
王
と

国
務
会
議
の
権
威
の
た
め
に
主
要
な
導
管
と
な
っ
た
国
家
の
役
人
を
中
心
と

す
る
シ
ス
テ
ム
と
慣
例
に
雪
嶺
さ
れ
な
い
国
王
あ
る
い
は
秘
書
富
長
に
よ
る

個
人
政
治
の
間
の
対
照
が
問
題
と
な
り
、
前
者
は
後
期
中
世
の
前
ヨ
ー
ク
期

と
後
期
テ
ユ
ー
ダ
…
に
現
わ
れ
、
後
者
は
ヨ
ー
ク
期
と
初
期
テ
ユ
…
ダ
ー
に

現
わ
れ
た
と
し
て
、
ク
群
ム
ウ
ェ
ル
の
秘
書
宮
長
政
治
が
た
ん
な
る
個
人
政

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

治
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
国
務
会
議
に
関
し
て
は
、
枢
密
院
が
一
五
三
四
－
三
六
年
間
に
組
織
さ
れ

た
、
す
な
わ
ち
以
前
の
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
的
な
国
務
会
議
が
官
僚
制
的
に
改

編
さ
れ
て
将
来
重
要
性
を
も
つ
よ
う
に
な
る
枢
密
院
に
よ
っ
て
澱
き
換
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

れ
た
と
エ
ル
ト
ン
は
考
え
る
。
し
か
し
ハ
リ
ス
は
一
五
世
紀
の
国
務
会
議
が

未
組
織
な
・
ル
…
ズ
な
・
非
公
式
な
個
人
の
た
ん
な
る
集
合
で
は
な
く
、
ほ

と
ん
ど
毎
臼
会
合
を
開
き
、
成
員
も
罎
定
さ
れ
、
国
務
会
議
が
議
会
に
お
い

て
も
そ
う
呼
ば
れ
、
俸
給
の
支
給
、
定
足
数
、
連
帯
資
等
等
も
し
だ
い
に
行

わ
れ
て
成
長
し
つ
つ
あ
っ
た
と
強
調
す
る
。
ま
た
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
時
代
の
国

務
会
議
顧
閥
窟
の
階
層
構
成
も
、
そ
の
行
政
的
機
能
も
中
世
と
わ
ず
か
し
か

変
ら
ず
、
一
五
三
〇
年
代
に
国
務
会
議
に
革
命
的
な
創
造
が
あ
っ
た
と
は
考

　
　
　
　
　
⑳

え
ら
れ
な
い
と
。

　
こ
う
し
て
ハ
リ
ス
は
、
一
五
三
〇
年
ま
で
の
行
政
が
本
質
的
に
ハ
ウ
ス
ホ

ウ
ル
ド
的
で
あ
っ
た
と
す
る
エ
ル
ト
ン
説
を
一
三
五
〇
1
一
四
五
〇
年
間
の

富
僚
制
的
な
も
の
を
無
視
す
る
理
論
と
し
て
退
け
る
。
ハ
リ
ス
は
ヨ
ー
ク
期

と
初
期
テ
ユ
ー
ダ
ー
の
行
政
は
初
期
の
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
的
な
統
治
形
態
へ

の
逆
行
で
あ
り
、
こ
れ
が
一
五
三
〇
年
代
に
修
正
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
と
し

て
、
本
来
お
ε
曇
で
あ
っ
た
も
の
を
エ
ル
ト
ン
は
冨
！
・
〇
三
鉱
9
同
と
解
釈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

す
る
誤
り
を
犯
し
た
と
判
断
す
る
。

　
ま
た
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
も
第
一
批
判
に
お
い
て
、
ハ
リ
ス
と
岡
じ
く
一
五
三

〇
年
代
を
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
個
人
政
治
と
み
、
つ
い
で
一
五
五
四
年
に
回
復

さ
れ
た
財
務
府
が
は
た
し
て
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
改
革
の
原
理
に
従
っ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。
た
し
か
に
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
的
な
も
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

存
在
し
た
が
、
前
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
的
な
要
素
も
多
分
に
あ
り
、
部
分
的
に
は

ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
功
績
に
よ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
早
期
の
伝
統
に
由
来
し
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⑭

た
も
の
と
考
え
る
。
結
局
、
エ
ド
ワ
ー
ド
四
世
と
ヘ
ン
リ
ー
七
琶
は
王
室
財

政
圃
復
を
志
し
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
は
新
…
財
源
の
要
求
と
そ
の
管
理
の
た
め
に

甥
個
の
制
度
に
よ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
が
い
ず
れ
も
国
王
や
ク
ロ

ム
ウ
ニ
ル
の
駆
動
力
に
依
存
し
た
の
に
対
し
、
大
蔵
卿
パ
ウ
レ
ッ
ト
は
国
家

的
・
非
個
人
的
な
一
五
世
紀
の
財
務
府
を
復
活
し
、
一
六
六
〇
年
以
後
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

い
て
は
じ
め
て
薪
し
い
変
化
が
趨
っ
た
と
す
る
。

　
つ
ぎ
に
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
細
務
会
議
は
エ
ド
ワ
ー
ド
六
通
・
メ
ア
リ
賢
聖

に
そ
の
機
能
が
癒
全
し
、
よ
り
恒
久
的
な
枢
密
院
の
最
終
的
な
成
立
は
エ
リ

ザ
ベ
ス
期
に
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
期
の
秘
書
富
長
職
の
上

昇
は
政
治
上
大
き
な
変
化
で
は
あ
っ
た
が
、
か
れ
の
失
脚
後
そ
の
重
要
性
は

低
下
し
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
に
な
っ
て
は
じ
め
て
行
政
的
な
重
要
性
を
も
つ
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
秘
書
官
長
の
義
務
は
一
六
世
紀
の
末
に
い
た
る

ま
で
セ
、
・
・
オ
フ
ィ
シ
ア
ル
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
、
こ
れ
ら
の
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

に
お
け
る
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
改
革
の
不
十
分
さ
を
つ
く
。

　
さ
ら
に
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
こ
れ
ら
行
政
史
プ
ロ
パ
ー
の
考
察
と
と
も
に
、

ひ
ろ
く
政
治
と
社
会
の
関
係
を
も
考
え
あ
わ
せ
る
こ
と
を
提
起
し
、
と
く
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

、
「
政
治
と
社
会
」
と
い
う
一
節
を
設
け
て
い
る
。
ま
ず
エ
ハ
世
紀
を
通
し
て

行
政
上
の
変
化
は
エ
ル
ト
ソ
の
考
え
る
よ
う
な
一
定
の
パ
タ
ー
ン
を
も
た
な

か
っ
た
。
す
な
わ
ち
中
世
の
財
務
府
は
回
復
さ
れ
、
中
世
の
行
政
中
枢
で
あ

っ
た
王
璽
尚
書
は
秘
書
官
長
へ
と
移
り
、
國
務
会
議
の
場
合
は
単
｛
な
変
化

で
は
な
く
、
安
定
性
と
効
果
を
こ
れ
に
与
え
よ
う
と
す
る
努
力
が
一
五
五
八

年
に
い
た
る
ま
で
続
け
ら
れ
、
星
室
庁
、
大
法
官
府
、
ロ
モ
ソ
μ
一
裁
判
所

で
も
発
展
の
多
様
性
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
第
二
に
司
法
部
が
こ
の
時
代
の
政

治
の
最
大
部
分
で
あ
り
、
こ
の
点
で
中
世
的
な
考
え
方
が
依
然
と
し
て
存
在

し
て
お
り
、
行
政
制
度
・
司
法
制
度
は
未
分
離
で
、
純
粋
な
官
僚
的
発
展
は

一
六
六
〇
年
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
中
世
で
は
た
え
ず
ハ
ウ
ス
ホ
ウ

ル
ド
か
ら
国
家
部
周
が
分
地
し
、
一
六
世
紀
中
期
に
秘
書
官
長
も
国
家
行
政

組
織
の
新
し
い
中
枢
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
以
後
は
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
か
ら
の

分
出
が
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
エ
ル
ト
ン
は
お
そ
ら
く
ク
ロ
ム
ウ
ニ
ル
の

国
家
機
構
の
創
設
が
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
不
必
要
と
し
た
と
考
え
る
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
そ
の
も
っ
と
も
璽
要
な
理
由
を
、
エ
ソ
ク
ロ

ゥ
ジ
ァ
・
物
価
騰
貴
・
搾
出
地
代
な
ど
の
社
会
的
危
機
や
対
外
問
題
な
ど
を

処
理
で
き
る
よ
う
な
大
き
な
複
合
的
な
国
家
機
構
が
創
設
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
の
中
に
み
よ
う
と
す
る
。
第
四
に
一
六
世
紀
中
期
以
後
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ

ー
・
パ
ー
り
一
・
ウ
ォ
ル
シ
ソ
ガ
ム
・
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
と
い
う
優
れ
た
官

僚
が
嵩
て
、
宮
僚
制
的
手
段
に
よ
っ
て
国
運
の
解
決
を
計
っ
た
が
、
か
れ
ら

の
長
期
の
在
職
と
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
長
寿
が
政
治
上
の
連
続
性
を
も
た
ら
し
た
。

エ
ル
ト
ン
は
一
五
三
〇
年
代
の
改
革
が
｛
五
四
〇
－
五
八
年
の
失
政
期
を
経

て
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
に
圓
復
さ
れ
た
と
み
な
す
が
、
官
僚
行
政
は
政
治
が
安
定

し
て
い
る
と
き
に
栄
え
る
の
で
あ
っ
て
、
安
定
し
て
い
る
政
治
は
官
僚
行
政
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の
結
果
で
は
な
く
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
の
行
政
が
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
改
革
に
よ

る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
第
五
に
、
雪
害
の
政
治
の
社
会
に
対
す
る
役
翻
・

影
響
は
十
分
な
も
の
で
な
く
、
密
告
者
が
行
政
の
憲
輌
を
論
い
、
官
僚
は
独

占
や
後
見
権
を
譲
渡
さ
れ
て
行
政
の
多
く
は
個
人
的
な
利
益
に
訴
え
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
⑱

に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
腐
敗
の
可
能
性
を
も
つ
も

の
で
あ
っ
た
と
し
て
こ
の
時
期
の
行
政
機
構
の
も
つ
限
界
を
指
摘
す
る
。

　
こ
う
し
て
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
改
革
の
役
割
を
あ
る
程
度

考
慮
す
る
が
、
宮
僚
的
形
態
よ
り
も
よ
り
政
治
的
・
社
会
的
条
件
を
重
視
す

る
。
そ
し
て
安
定
し
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
に
お
い
て
以
前
か
ら
の
発
展
が
成
熟

し
、
国
家
的
政
治
機
構
は
確
立
し
た
が
、
市
民
革
命
に
よ
っ
て
後
見
裁
判

所
・
星
室
庁
は
帯
び
、
後
期
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
国
家
は
中
世
お
よ
び
テ
ユ
…
ダ

ー
期
に
多
く
の
も
の
を
負
い
つ
つ
革
命
的
な
薪
し
い
も
の
と
な
っ
て
行
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
批
判
に
対
し
、
エ
ル
ト
ン
は
し
だ
い
に
連
続
の
要
素
を
認
め
つ

つ
応
面
す
る
が
、
ま
ず
ハ
リ
ス
が
誤
解
し
た
点
を
指
摘
す
る
。
エ
ル
ト
ソ
は

そ
の
著
書
に
お
い
て
中
世
の
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
政
治
と
近
代
め
官
僚
政
治
の

間
の
区
別
を
提
議
し
た
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
際
、
中
世
の
政
治
が
ま
っ
た
く

ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
の
中
で
行
わ
れ
た
と
い
う
意
見
を
主
張
し
な
か
っ
た
。
純

粋
に
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
的
な
シ
ス
テ
ム
と
純
粋
に
官
署
的
な
シ
ス
テ
ム
の
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
鮮
や
か
な
対
照
を
お
い
て
い
る
の
は
ハ
リ
ス
自
身
で
あ
っ
て
、
か
れ
は
後

期
中
世
に
お
け
る
国
家
的
・
富
僚
的
な
制
度
の
存
在
を
立
証
す
る
た
め
に
苦

ら
し
て
い
る
。
エ
ル
ト
ン
自
身
の
問
題
と
す
る
と
こ
ろ
は
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
ゐ

行
政
を
、
中
世
か
ら
継
承
し
た
シ
ス
テ
ム
の
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
的
な
局
颪
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ら
の
慎
重
な
転
換
・
離
脱
と
し
て
み
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
つ
ぎ
に
エ
ル
ト
ソ
は
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
意
見
を
容
れ
て
、
　
一
五
世
紀
以
後

の
中
世
主
義
の
持
続
を
考
え
、
チ
ャ
；
ル
ズ
ニ
世
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
行
政
改
革
に
も
重
点
を
潔
く
べ
き
で
あ
っ
た
と
再
考
す
る
。
し
か
し
主
要

な
結
論
は
閾
違
っ
て
お
ら
ず
、
と
く
に
ハ
リ
ス
と
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
に
よ
っ
て

批
判
さ
れ
た
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
個
人
支
配
の
問
題
に
つ
い
て
反
論
す
る
。
か

れ
の
よ
う
な
個
人
支
配
を
行
使
し
た
果
断
の
人
物
は
官
僚
制
の
創
始
者
で
は

な
い
、
と
く
に
ハ
リ
ス
は
か
れ
を
回
復
さ
れ
た
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
組
織
の
最

後
の
擁
護
者
と
す
る
が
、
慣
例
ど
お
り
に
行
う
人
は
そ
の
慣
例
を
は
げ
し
く

変
更
せ
ず
、
む
し
ろ
一
寸
し
た
専
横
さ
を
も
示
す
強
烈
な
個
人
的
活
動
、
支

配
力
の
も
ち
主
が
改
革
者
と
し
て
慣
例
を
修
正
し
、
公
式
化
す
る
の
で
あ
る
。

ク
瓢
ム
ウ
ェ
ル
は
ま
ず
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
的
慣
行
を
採
用
し
、
つ
づ
い
て
新

し
い
組
織
を
導
入
し
た
が
、
同
時
に
そ
の
組
織
を
運
営
す
る
た
め
に
欄
人
的

な
権
威
を
し
ば
し
ば
用
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
か
れ
の
失
脚
に
も
か
か
わ
ら
ず
宮

僚
制
の
原
則
に
基
づ
き
、
か
っ
か
れ
の
下
で
訓
練
さ
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

営
さ
れ
た
組
織
が
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
と
。

　
つ
ぎ
に
エ
ル
ト
ン
は
一
四
七
一
1
～
五
四
〇
年
間
の
申
断
の
の
ち
そ
の
発
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農
を
回
復
し
た
と
い
う
窟
鎌
政
治
に
つ
い
て
の
ハ
リ
ス
の
構
想
の
承
認
で
き

な
い
理
由
を
挙
げ
る
。
ま
ず
ハ
リ
ス
は
一
五
世
紀
の
財
務
府
の
褒
退
を
そ
の

行
政
上
の
失
敗
で
は
な
く
政
治
学
の
問
題
と
す
る
が
、
エ
ド
ワ
…
ド
四
蝕
や

ヘ
ン
リ
ー
輩
下
は
明
ら
か
に
拡
大
さ
れ
た
収
入
を
管
理
す
る
能
力
が
財
務
府

に
あ
る
と
は
考
え
な
か
っ
た
し
、
そ
の
会
計
報
告
制
度
や
収
入
微
集
方
法
に

つ
い
て
財
務
府
警
政
熱
暑
能
で
あ
・
た
な
い
え
な
起
つ
ぎ
に
蟹

が
国
務
会
議
の
権
威
を
具
え
た
王
璽
に
対
立
す
る
も
の
で
、
国
王
権
威
を
示

す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
と
ハ
リ
ス
は
考
え
る
が
、
ヘ

ン
リ
…
四
世
が
し
ば
し
ば
王
璽
な
し
に
財
務
府
に
対
し
国
璽
令
状
の
権
隈
授

与
の
た
め
御
璽
を
用
い
た
と
き
、
財
務
府
が
ど
う
し
て
も
御
璽
権
限
授
与
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
国
務
会
議
－
・
幅
つ
い
て
は
は
じ

め
か
ら
革
命
よ
り
は
変
化
を
考
え
過
去
の
慣
行
・
知
識
に
基
づ
く
再
組
織
に

注
意
し
て
来
た
。
し
か
し
ハ
リ
ス
が
活
動
的
で
組
織
さ
れ
た
会
議
で
あ
っ
た

と
い
う
ヘ
ン
リ
ー
四
世
の
国
務
会
議
は
国
王
の
政
治
の
執
行
に
つ
い
て
は
な

に
も
立
証
し
な
い
そ
う
い
う
存
在
で
し
か
な
い
と
。

　
さ
ら
に
エ
ル
ト
ソ
は
よ
り
広
く
一
般
的
に
中
世
行
政
か
ら
テ
ユ
ー
ダ
ー
行

政
に
い
た
る
ハ
リ
ス
の
批
判
に
対
し
反
論
を
農
開
す
る
。
　
一
般
に
ハ
ウ
ス
ホ

ウ
ル
ド
政
治
が
発
達
し
た
の
は
活
動
的
な
蟹
王
の
存
在
し
た
と
き
で
、
逆
に

．
中
世
王
政
の
微
弱
は
非
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
的
に
作
用
し
、
国
家
的
官
僚
制
を

生
ん
だ
。
し
た
が
っ
て
ハ
リ
ス
の
強
調
す
る
中
世
の
国
家
外
宮
発
声
が
存
在

す
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
は
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
政
治
が
慎
重
に
廃
棄
さ
れ
て

し
ま
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
ハ
ウ
ス
ボ
ウ
ル
ド
政
治
に
対
す
る
諸
条
件
が
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
真
の
問
題
は
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
政
治
へ
の
可
能
性
が

残
存
し
て
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ヨ
ー
ク
朝
と
テ
ユ
…
ダ
ー

朝
が
王
権
回
復
の
仕
事
に
薙
脅
し
た
と
き
、
園
王
た
ち
は
高
度
に
発
展
し
た

閣
家
的
糊
度
で
は
な
く
て
、
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
を
選
ん
だ
が
、
こ
れ
は
ハ
ウ

ス
ホ
ウ
ル
ド
致
治
の
潜
在
性
の
実
現
で
あ
る
。
ハ
リ
ス
は
こ
れ
を
発
展
し
つ

つ
あ
っ
た
宜
僚
制
の
中
断
と
み
る
が
エ
ル
ト
ソ
は
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
的
な
も

の
の
最
後
の
復
活
で
あ
っ
た
と
み
、
一
五
五
八
年
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
も
バ
ッ
キ

ン
ガ
ム
死
後
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
も
チ
ェ
イ
ン
パ
…
や
他
の
私
的
行
政
方
法

へ
の
逆
戻
り
の
澱
小
の
兆
喉
さ
え
も
み
え
ず
、
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
の
失
脚
後
な

に
人
も
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
的
方
法
に
よ
っ
て
統
治
し
な
か
っ
た
と
い
う
重
要

　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
事
実
に
注
目
す
る
。

　
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
批
判
に
関
し
て
は
、
エ
ル
ト
ン
は
そ
れ
を
つ
ぎ
の
こ
点

で
受
け
と
め
る
。
繁
一
は
古
い
も
の
の
痕
跡
が
エ
ル
ト
ン
の
い
う
革
命
の
あ

と
に
も
明
ら
か
に
見
出
せ
る
と
い
う
こ
と
。
第
二
は
行
政
の
す
べ
て
の
局
面

が
必
ず
し
も
嗣
じ
パ
タ
…
ソ
を
通
っ
て
発
展
し
て
行
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
。
第
一
の
点
に
関
し
て
エ
ル
ト
ン
は
自
分
自
身
も
そ
れ
を
強
調
し
て
来
た

と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
容
易
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
答
え
る
。
第
二
の
点
，

に
関
し
て
は
エ
ル
ト
ソ
は
コ
モ
ン
ロ
…
裁
判
所
の
真
の
変
化
が
エ
リ
ザ
ベ
ス
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期
に
来
た
と
い
う
点
で
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
ぱ
正
し
い
が
、
制
定
法
の
分
野
の
拡

大
は
コ
モ
ン
ロ
ー
裁
判
飯
の
能
力
を
大
ぎ
く
し
た
と
い
う
点
で
一
五
三
〇
年

代
も
重
要
な
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
、
星
室
庁
と
講
願
裁
判
所
は
前
ク
ロ
ム
ウ

エ
ル
期
に
発
展
の
決
定
的
な
段
階
に
達
し
て
い
た
が
、
一
五
三
〇
年
代
も
こ

れ
ら
に
と
っ
て
確
立
と
績
織
化
の
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
竣
す
る
。

　
こ
う
し
て
エ
ル
ト
ン
は
ハ
ジ
ス
と
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
に
よ
る
批
判
の
多
く
が

重
要
で
あ
り
、
教
示
に
満
ち
て
い
る
こ
と
を
認
め
、
一
五
三
〇
年
代
の
変
化

の
中
に
連
続
性
と
未
完
成
の
要
素
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
自

分
の
血
塗
を
あ
る
程
度
修
正
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
一
五
三
〇
年
代

の
変
化
の
意
義
は
依
然
と
し
て
重
要
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
革
命
と
呼
ば
れ
よ

う
と
呼
ば
れ
ま
い
と
、
そ
の
見
解
を
捨
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

　
つ
ぎ
に
ハ
ジ
ス
と
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
第
二
批
判
に
移
る
。
ま
ず
ハ
リ
ス
は

エ
ル
ト
ン
の
応
讐
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。
エ
ル
ト
ン
は
申

世
を
通
し
て
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
の
潜
在
性
を
強
調
す
る
が
、
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル

ド
酌
な
も
の
は
後
期
中
世
に
お
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
く
、
エ
ル
ト

ン
は
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
政
溶
と
個
人
政
治
を
十
分
区
別
す
る
こ
と
に
失
敗
し

た
と
す
る
。
中
世
の
国
王
の
政
治
に
お
い
て
国
王
の
側
近
に
侍
す
る
も
の
の

中
に
は
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
の
メ
ソ
パ
ー
も
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
ほ
か
に
高

官
・
貴
族
・
専
門
官
僚
も
お
り
、
全
部
が
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
の
役
人
で
あ
っ

た
と
は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
ハ
ウ
ス
ボ
ウ
ル
ド
は
国
王
の
個
人
政
治
に

お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
さ
な
か
っ
た
と
し
て
エ
ル
ト
ン
の
い
う
ハ
ウ
ス
ホ

ウ
ル
ド
の
潜
在
性
を
否
定
的
に
み
る
。
歴
史
的
に
み
て
現
実
に
あ
る
も
の
は

満
在
す
る
も
の
よ
り
も
意
義
が
あ
り
、
後
期
中
世
の
政
治
に
お
け
る
國
蒙
部

局
の
卓
越
が
後
期
テ
ユ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
の
発
展
に
対
し
明
白
な
意
義
を
も

つ
と
こ
ろ
の
一
つ
の
聖
母
で
あ
る
と
し
て
、
ハ
ウ
ス
ボ
ウ
ル
ド
の
復
活
を
も

っ
て
莫
の
中
批
政
治
の
表
現
と
み
る
考
え
に
対
し
、
ふ
た
た
び
批
判
を
浴
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

せ
、
中
世
政
．
治
の
真
の
型
を
国
家
的
官
僚
政
治
に
求
め
る
。

　
支
払
い
令
状
の
権
限
授
与
の
た
め
に
そ
の
御
璽
を
用
い
た
ヘ
ン
リ
ー
隔
世

に
つ
い
て
の
エ
ル
ト
ン
の
指
摘
は
特
定
の
支
払
い
停
庶
の
特
免
を
示
す
も
の

で
、
通
常
の
手
続
き
に
と
っ
て
重
要
．
性
は
な
く
、
最
近
の
研
究
に
よ
っ
て
も

王
璽
と
御
璽
の
闘
の
正
常
な
関
係
は
確
証
さ
れ
る
し
、
ま
た
国
務
会
議
に
つ

い
て
も
エ
ル
ト
ン
の
い
う
議
事
録
の
保
管
が
活
動
的
な
組
織
化
さ
れ
た
会
議

の
唯
一
の
基
準
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
ま
た
中
世
の
国
務
会
議
が
直
ち
に
後
の

枢
密
院
に
対
し
て
恒
久
性
と
明
確
な
形
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
も

な
い
。
こ
う
し
て
エ
ル
ト
ン
が
誤
解
し
、
無
視
し
た
中
世
に
お
け
る
発
展
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ハ
リ
ス
は
示
そ
う
と
す
る
。

　
つ
ぎ
に
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
も
エ
ル
ト
ソ
の
応
答
の
中
で
な
お
同
意
で
き
な
い

点
、
疑
問
と
す
る
点
を
挙
げ
る
。
第
一
に
一
五
五
四
年
の
財
務
府
の
復
活
は

一
五
三
〇
年
代
の
変
化
の
完
成
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
の
財
敢

シ
ス
テ
ム
は
本
質
的
に
中
世
と
異
る
も
の
で
は
な
い
。
第
二
に
エ
ル
ト
ソ
は
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ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
失
脚
後
官
僚
綱
の
厭
期
に
基
づ
く
体
系
的
再
組
織
が
現
わ

れ
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
下
で
訓
練
さ
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
行

く
と
主
張
す
る
が
、
こ
の
原
盤
と
は
何
で
あ
る
か
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
言
葉

ま
た
は
行
為
で
こ
の
原
則
は
ど
う
裏
現
さ
れ
て
い
る
か
、
メ
ア
リ
以
後
財
源

シ
ス
テ
ム
は
ど
う
い
う
意
味
で
こ
の
原
則
に
基
づ
い
て
い
る
か
、
ク
ロ
ム
ウ

ェ
ル
が
｛
五
四
〇
年
代
の
楓
密
院
を
飼
設
し
た
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
証
拠

　
　
⑳

は
何
か
。
第
三
に
統
治
上
の
発
展
を
み
る
に
当
っ
て
、
経
済
的
・
社
会
的
・

宗
教
的
危
機
の
圧
力
を
強
調
し
た
が
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
応
啓
を
エ
ル
ト
ン

は
ま
だ
示
し
て
い
な
い
と
。

＠＠＠＠＠＠＠＠＠　＠一　＠o　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
り
一
ω
O
．

　
　
目
σ
乙
噛

　
　
8
・

　
　
謎
く
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
ω
邸
1
ら
◎
餅

　
　
囲
び
凶
山
9

　
　
州
の
版
入
官
に
よ
る
土
地
収
益
の
徴
集
、
お
よ
び
会
計
検
査
の
近
代
化
と
英
語

　
に
よ
る
会
計
報
下
口
、
そ
の
他
。

⑬
　
ざ
芝
魯
Φ
蓉
ゲ
①
ρ
蛋
曾
が
園
庫
と
な
っ
た
こ
と
、
収
入
会
計
検
査
官
の
コ
ン
ト

　
ロ
ー
ル
、
大
蔵
卿
の
再
出
現
、
そ
の
他
。

⑭
≦
単
寧
塑
押
や
ミ
孕

慈
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目
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9

⑰
H
三
創
二
署
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9
ふ
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⑱
　
拙
稿
「
テ
ユ
ー
ダ
ー
期
財
政
研
究
一
後
見
裁
舗
所
一
」
（
『
岐
阜
大
学
教
養

　
部
研
究
報
告
』
第
一
号
、
昭
、
四
一
、
）
参
照
。

⑲
芝
．
婁
α
麟
．
H
讐
や
㎝
の
・

⑳
9
」
三
餌
ご
や
鎚

⑳
口
も
「
お
四
＆
国
回
誌
O
．

㊧
　
H
げ
乙
こ
娼
ワ
お
ム
蒔
顧

⑳
　
目
σ
乙
ニ
ウ
鴬
“

⑳
囲
ぼ
鳥
；
℃
や
盆
ム
9

鐙
　
H
σ
識
ご
ワ
濫
．

鱒
　
H
げ
乙
こ
や
ホ
’

⑳
　
ぎ
＆
．
”
娼
ワ
ま
ー
ミ
．

鰺
　
H
げ
詮
こ
ワ
駆
。
。
曾

⑳
　
囲
ぴ
乙
こ
や
お
・

⑳
　
≦
．
p
昌
仙
訟
響
目
嘘
や
や
の
O
l
㊤
b
。
■

⑪
　
H
σ
乙
こ
℃
や
8
一
㊤
ら
。
．

⑫
　
囲
げ
乙
こ
や
霧
■

⑬
　
H
げ
乙
こ
℃
幽
霧
。

⑭
　
H
σ
乙
こ
や
¢
①
’

六
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
連
続
と
非
連
続
、
あ
る
い
は
エ
ヴ
ォ
ル
ー
シ
ョ
ン
と
レ
ヴ
ォ
ル
ー
シ
ョ
ン

を
歴
史
の
中
で
位
置
づ
け
る
こ
と
は
歴
史
研
究
者
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
の
一

つ
で
あ
ろ
う
が
、
こ
と
に
連
続
性
の
要
素
の
強
い
特
色
を
も
つ
イ
ギ
リ
ス
史
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テユーダー革命論争（栗出）

の
場
合
、
連
続
と
非
連
続
は
た
が
い
に
絡
み
あ
い
、
複
雑
な
論
争
を
生
む
。

レ
ヴ
ォ
ル
ー
シ
ョ
ン
を
唱
え
た
ユ
ル
ト
ン
に
対
し
、
ハ
リ
ス
は
徹
頭
徹
尾
連

続
性
を
強
調
し
、
エ
ル
ト
ソ
自
身
も
自
説
を
あ
る
程
度
修
正
し
て
、
連
続
の

潮
流
の
中
で
レ
ヴ
ォ
ル
ー
シ
翼
ン
を
み
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
に
い
た
っ

　
①た

。
し
か
も
ポ
ラ
…
ド
的
な
エ
ヴ
ォ
ル
ー
シ
ョ
ソ
に
対
し
、
一
五
三
〇
年
代

の
レ
ヴ
ォ
ル
ー
シ
ョ
ン
を
強
調
す
る
エ
ル
ト
ソ
説
は
こ
ん
ど
は
逆
に
こ
の
時

期
の
改
革
が
後
期
テ
ユ
ー
ダ
ー
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

エ
ヴ
ォ
ル
ヴ
す
る
か
再
検
討
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
テ
ユ
ー
ダ
ー
革
命
」
論
争
は
こ
う
し
て
簡
単
に
は
落
着
し
な
い
が
、
こ

の
論
争
に
関
す
る
二
・
三
の
点
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
。

　
ま
ず
、
宗
教
改
革
の
意
義
に
つ
い
て
。
上
訴
禁
止
法
の
「
エ
ム
パ
イ
ア
」

が
争
点
と
な
っ
た
こ
と
は
す
で
に
み
た
が
、
こ
の
法
全
体
が
宗
教
改
革
の
中

で
占
め
る
地
位
を
考
察
し
た
い
。
い
わ
ゆ
る
宗
教
改
革
議
会
の
プ
ロ
セ
ス
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

お
い
て
、
一
五
三
二
年
に
初
年
度
収
入
税
上
納
禁
止
法
が
制
定
ざ
れ
た
。
こ

れ
は
ヒ
ェ
ー
ズ
に
よ
っ
て
反
教
皇
的
な
も
の
と
み
な
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は

初
年
度
収
入
税
の
事
実
上
の
禁
止
が
み
ら
れ
る
と
し
て
も
、
教
皇
に
よ
る
聖

職
者
叙
任
承
認
が
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
ま
た
用
語
上
に
も

教
皇
へ
の
敬
意
と
懇
慰
さ
が
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
の
法

．
に
は
暫
時
発
効
を
留
保
す
る
条
項
が
附
与
さ
れ
て
い
て
、
教
皇
の
離
婚
許
可

へ
の
期
待
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
反
教
皇
的
な
も
の
で
あ
り
、
教
皇

を
脅
迫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
皇
の
精
神
的
な
指
導
性
を
犯
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
法
は
教
皇
－
国
王
関
係
を
従
来
通
り
認
め
た
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
脅
迫
を
含
む
離
婚
許
可
要
求
の
時
期
を
経
て
、
翌

一
五
三
三
年
に
な
る
と
事
態
は
急
変
す
る
。
こ
の
年
の
春
、
上
訴
禁
止
法
が

制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
づ
い
て
国
王
と
ア
ン
の
結
婚
の
合
法
性
が
ク
ラ
ソ
マ

…
大
主
教
に
よ
っ
て
宣
言
さ
れ
、
開
封
特
許
状
に
よ
っ
て
初
年
度
収
入
税
上

納
禁
止
法
が
発
効
さ
れ
、
教
皇
は
ヘ
ン
リ
ー
を
破
門
し
、
そ
の
後
国
王
至
上

法
に
い
た
る
諸
法
が
つ
づ
け
て
制
定
さ
れ
て
行
っ
た
。
こ
う
し
て
上
訴
禁
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

法
の
前
後
に
大
き
な
隔
り
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
初
年
度
収
入
税

上
納
禁
止
法
に
み
ら
れ
る
対
教
皇
政
策
は
、
こ
れ
こ
そ
ハ
リ
ス
の
い
う
「
中

世
王
権
の
結
ぶ
実
」
で
あ
っ
て
、
ま
さ
し
く
連
続
性
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
上
訴
禁
止
法
以
後
は
ロ
ー
マ
と
の
断
絶
が
決
定

的
に
な
り
、
　
「
中
世
王
権
の
結
ぶ
実
」
を
越
え
た
国
王
主
権
が
イ
ギ
リ
ス
教

会
に
行
使
さ
れ
、
　
「
璽
職
者
と
俗
人
の
関
係
に
お
い
て
、
ま
た
そ
の
名
称
に

よ
っ
て
区
分
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
種
類
・
階
層
の
人
々
か
ら
構
成
さ
れ
る
政
治

体
」
は
「
最
高
の
酋
長
・
国
王
」
に
服
従
を
強
制
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
政
治

的
に
い
っ
て
中
世
体
制
か
ら
の
離
脱
に
は
い
ろ
い
ろ
な
コ
ー
ス
が
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
ま
ず
中
世
教
皇
権
威
と
絶
縁
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

在
俗
聖
職
者
と
修
道
聖
職
者
の
す
べ
て
を
国
王
支
配
下
に
お
い
た
上
で
、
修

道
院
を
解
散
し
、
国
家
財
政
強
化
を
計
る
と
い
う
道
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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こ
こ
に
中
路
体
制
か
ら
の
脱
離
、
近
代
イ
ギ
リ
ス
へ
の
道
の
第
一
歩
が
あ
っ

た
と
認
め
る
こ
と
は
不
当
で
あ
ろ
う
か
。

　
第
二
に
考
え
た
い
關
題
は
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
的
な
も
の
の
存
在
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

で
あ
る
。
エ
ル
ト
ン
が
誤
解
し
、
無
視
し
た
中
世
的
な
も
の
の
発
展
を
強
調

す
る
と
い
う
ハ
リ
ス
は
、
逆
に
エ
ル
ト
ン
の
考
え
た
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
を
誤

解
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ハ
リ
ス
は
中
世
の
官
僚
的
国
家

部
局
の
存
在
を
重
視
し
た
結
果
、
エ
ル
ト
ン
は
中
世
の
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
的

シ
ス
テ
ム
と
近
代
約
な
官
僚
的
シ
ス
テ
ム
を
対
立
さ
せ
て
考
え
、
荊
者
を
も

っ
て
中
世
の
代
表
酌
な
統
治
シ
ス
テ
ム
と
み
な
す
誤
り
を
犯
し
て
い
る
と
エ

ル
ト
ン
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
批
判
は
正
当
で
あ
ろ
う
か
。
エ
ル
ト
ン
自

身
中
世
に
お
い
て
官
僚
的
羅
家
部
局
が
存
在
し
た
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い

⑦る
。
た
だ
し
エ
ル
ト
ソ
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
純
粋
な
育
僚
鋼
で
は
な
く
、
「
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

世
に
お
ゆ
り
る
嶺
桜
官
僚
制
臨
灰
は
ハ
山
ソ
ス
ホ
み
ソ
ル
ド
浩
以
轟
旧
し
G
共
存
！
レ
て
い
（
凡
」

の
で
あ
り
、
　
「
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
は
す
で
に
王
会
か
ら
分
出
し
て
国
家
綿
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
な
っ
た
も
の
を
補
足
す
る
た
め
の
舗
度
と
な
っ
た
。
」
し
た
が
っ
て
、
　
エ

ヂ
ワ
…
ド
四
世
と
ヘ
ン
リ
ー
七
世
に
よ
る
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
政
治
を
ク
μ
ム

ウ
ェ
ル
が
官
僚
的
な
も
の
で
覆
き
換
え
た
と
エ
ル
ト
ン
が
考
え
る
と
き
、
そ

の
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
政
治
は
始
源
的
に
は
初
期
中
世
の
政
治
で
あ
っ
て
も
、

申
世
を
代
表
す
る
シ
ス
テ
ム
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
本
来
、
圏
家
部
局
と

共
存
し
て
お
り
な
が
ら
賦
王
権
力
の
伸
張
期
に
八
家
部
局
を
抑
え
て
有
力
に

な
る
そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
中
世
の
官
僚
的
国
家
部

局
は
た
え
ず
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
に
よ
っ
て
補
わ
れ
、
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
政
治

の
可
能
性
・
潜
在
性
を
孕
ん
だ
国
家
部
局
で
あ
っ
た
。
ヘ
ン
リ
ー
蓋
世
に
よ

る
政
治
が
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
政
治
の
最
後
の
復
活
と
な
る
ゆ
え
に
、
エ
リ
ザ

ベ
ス
期
の
官
僚
制
は
ハ
ウ
ス
ボ
ウ
ル
ド
致
治
の
可
能
性
を
も
た
な
い
官
僚
制

で
あ
っ
て
、
ハ
リ
ス
や
ウ
ィ
ジ
ア
ム
ズ
の
主
張
す
る
中
世
の
宮
僚
的
国
家
部

局
そ
の
も
の
へ
の
復
帰
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
な
る
ほ
ど
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の

考
え
る
よ
う
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
の
財
務
府
は
そ
の
内
容
の
多
く
を
中
世
の
財

務
府
に
負
っ
て
は
い
る
が
、
一
五
三
〇
年
代
の
改
革
の
要
素
も
引
き
継
い
で

お
り
、
と
く
に
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
的
な
も
の
を
伴
わ
な
か
っ
た
点
で
、
中
世

の
財
務
府
と
は
異
る
国
家
四
花
と
考
え
て
差
支
え
な
い
。
ハ
リ
ス
は
そ
の
第

二
批
判
に
お
い
て
、
エ
ル
ト
ン
の
考
え
る
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
に
よ
っ
て
補
足

さ
れ
た
官
僚
酌
国
球
部
局
に
気
付
い
て
、
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
政
治
に
か
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

圏
王
の
個
人
政
治
を
論
じ
、
中
世
に
お
け
る
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
政
治
の
可
能

性
・
潜
在
性
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
世
の
宮
僚
的
麟
家
部
局
の
純

粋
性
を
主
張
し
、
そ
れ
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
宮
篭
制
へ
の
系
譜
を
明
ら
か
に
し

ょ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
エ
ド
ワ
ー
ド
四
世
・
ヘ
ン
リ
ー
七
世
に
よ
る
ハ
ウ

ス
ボ
ウ
ル
ド
政
治
の
復
活
は
中
世
に
お
け
る
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
政
治
の
可
能

性
・
潜
在
性
を
否
定
す
る
こ
と
を
不
可
能
と
し
、
エ
ル
ト
ソ
説
の
論
理
に
軍

配
が
挙
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ウ
ル
フ
も
一
論
文
の
注
記
で
こ
の
問
題
を
と
り
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テユーダー・1霧命：；誌争（葉ほ．1）

上
げ
、
ハ
リ
ス
と
か
れ
に
依
っ
た
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
が
財
務
府
と
ヨ
ー
ク
・
テ

諏
ー
ダ
i
期
の
チ
ェ
イ
ン
バ
ー
を
前
後
関
係
に
お
い
て
み
る
こ
と
は
混
乱
し

た
思
考
で
あ
る
と
し
、
財
務
府
を
補
足
す
る
政
治
手
段
と
し
て
チ
ェ
イ
ン
バ

　
　
　
　
　
　
　
⑪

1
を
考
え
て
い
る
。

　
第
三
の
問
題
と
し
て
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
批
判
の
中
に
学
ば
ね
ば
な
ら
な

い
点
が
あ
る
。
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
そ
の
批
判
の
中
で
、
国
制
史
・
行
政
史
を

社
会
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
議
会
主
義
発
展
の
社
会
的
背
景
、

国
家
財
政
の
変
化
（
た
ん
に
財
務
行
政
だ
け
で
は
な
く
て
）
、
・
社
会
的
危
機
、
外

交
問
題
、
宮
僚
制
の
実
態
と
そ
れ
が
国
民
生
活
に
及
ぼ
し
た
影
響
な
ど
を
考

察
の
領
域
に
入
れ
て
、
そ
の
上
で
国
書
史
・
行
致
史
を
み
よ
う
と
す
る
。
も

ち
ろ
ん
、
エ
ル
ト
ン
も
そ
の
必
要
を
十
分
認
め
て
い
る
は
ず
と
思
わ
れ
る
が
、

「
最
初
に
機
構
が
実
際
に
ど
う
い
う
特
徴
を
も
っ
て
い
た
か
を
発
見
し
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

れ
か
ら
そ
の
活
動
を
究
め
る
と
い
う
正
し
い
秩
序
と
い
う
も
の
が
あ
る
」
と

述
べ
て
、
圏
制
史
プ
ロ
パ
…
・
行
政
史
プ
ロ
パ
：
の
研
究
を
ま
ず
進
め
た
こ

と
の
弁
解
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
よ
り
望
ま
し
い
こ
と
は
よ
り
広
い
領
域

で
、
國
一
撃
・
行
政
史
を
と
ら
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
つ
で
よ
り
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

い
理
解
が
現
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
「
テ
ユ
…
ダ
…
革
命
」
論
争
に
つ
い
て
論
ず
べ
き
問
題
は
な
お
多
い
と
思

　
　
　
　
⑭

わ
れ
る
が
、
エ
ル
ト
ン
説
の
意
義
は
、
ハ
リ
ス
と
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
批
判
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
大
き
く
、
諸
改
革
の
集
中
し
た
一
五
三
〇
年

代
を
中
心
と
す
る
時
期
は
さ
ら
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

て
、
ひ
と
ま
ず
筆
を
欄
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
①
国
ご
ワ
ト
。
◎

　
②
乏
6
乙
客
芦
や
り
Φ
■

　
③
b
。
⊆
。
匡
。
葭
》
、
く
垣
芦
。
』
9

　
④
拙
稿
「
上
訴
禁
止
法
に
関
す
る
一
考
察
扁
参
照
。

　
⑤
修
道
院
解
激
は
、
修
道
士
が
教
皇
を
支
持
し
、
国
王
権
威
を
弱
め
る
存
在
で
あ

　
　
つ
た
た
め
に
、
行
わ
れ
た
と
い
う
考
え
は
デ
ィ
ー
ツ
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
一
部
の
例
外
は
あ
っ
た
が
、
鯵
道
士
の
ほ
と
ん
ど
は
王
位
継
承
法
・
園
王
至
上
法

　
　
を
認
め
た
。
（
司
・
ρ
U
一
簿
き
国
昌
σ
q
一
震
7
0
0
＜
o
ヨ
醤
①
簿
閃
一
嵩
巴
ざ
。
課
Q
。
？

　
　
峯
0
0
。
讐
一
露
到
娼
や
一
ト
。
？
這
①
噛
）

　
⑥
≦
襲
巳
臨
．
芦
電
‘
り
詐
り
滞

　
⑦
　
財
務
府
は
「
す
で
に
宮
僚
疑
惑
家
部
局
で
あ
っ
た
。
」
（
8
・
男
・
O
‘
ワ
一
①
り
・
）

　
⑧
同
三
畠
．
”
マ
ω
①
．

　
⑨
　
鼻
9
円
こ
ワ
一
b
。
●

　
⑩
棄
．
僧
滋
円
鉾
℃
や
り
O
あ
ド

　
⑪
切
．
や
乏
。
姦
9
瓢
豊
蔓
≦
臆
ω
麺
民
図
・
＜
魯
戸
お
。
，
勲
言
Ω
昌
旨
σ
霞

　
　
頃
貯
田
さ
9
（
図
¢
σ
q
’
疑
’
即
く
。
一
．
い
区
×
図
×
γ
℃
．
b
。
卜
。
Q
。
曾
．
ひ
。
．
）

　
⑫
　
二
二
℃
●
劇
Q
。
曜

　
⑬
　
こ
の
点
に
関
し
、
二
・
三
の
邦
語
論
文
は
エ
ル
ト
ソ
説
を
採
用
し
な
が
ら
、
そ

　
　
の
限
界
を
指
摘
し
て
、
補
足
し
て
い
る
。
拙
稿
門
初
期
テ
ユ
ー
ダ
ー
財
務
行
政
に

　
　
関
す
る
問
題
」
は
財
務
行
政
に
関
し
て
は
エ
ル
ト
ソ
説
を
受
け
容
れ
な
が
ら
、
当

　
　
瞬
の
財
政
政
策
に
注
臼
し
て
収
益
獲
得
の
対
偏
象
・
日
的
∵
二
二
的
方
法
に
お
け
る

　
　
封
建
的
収
奪
性
を
も
あ
わ
せ
て
理
解
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
し
、
前

　
　
掲
隅
田
「
頃
富
。
巴
団
曾
O
㊤
ご
ω
旨
の
崩
壊
と
イ
ギ
リ
ス
革
命
偏
も
同
じ
く
財
務
行

　
　
政
面
で
は
エ
ル
ト
ソ
説
を
採
用
し
つ
つ
、
財
政
政
策
・
側
度
上
は
封
建
的
原
理
が

　
　
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
、
　
一
六
六
〇
年
以
降
の
財
政
制
変
・
財
政
政
策
の
革

　
　
命
的
転
換
の
意
義
を
重
視
し
、
ま
た
前
掲
富
岡
「
イ
ギ
リ
ス
絶
対
主
義
と
修
道
院
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解
数
」
も
エ
ル
ト
ソ
説
を
容
れ
て
閣
家
宮
僚
制
を
考
察
す
る
が
絶
対
憲
嚢
政
策
の

　
遂
行
者
と
し
て
の
富
僚
を
考
え
、
そ
の
限
界
を
指
摘
し
た
。

⑭
　
前
掲
越
智
「
近
代
英
国
の
覚
醒
」
、
問
『
近
代
英
国
の
起
源
』
は
議
会
主
権
・

　
法
主
権
の
確
立
が
近
代
園
家
の
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
と
し
て

　
エ
ル
ト
ン
説
を
積
極
的
に
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
…
一
九
六
六
年
三
月
稿
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
破
串
大
学
講
師
）

追
記

　
「
テ
ユ
ー
ダ
i
革
命
論
争
」
脱
稿
後
、
筆
者
は
ハ
リ
ス
と
ウ
ィ
リ
ア
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ズ
の
第
二
批
判
に
対
す
る
エ
ル
ト
ソ
の
再
応
答
が
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
。
以
下
、
制
約
さ
れ
た
紙
数
の
中
で
、
簡
単
に
そ
の
論
点
の
主

要
部
分
を
紹
介
し
、
短
評
を
試
み
た
い
。

　
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
時
代
の
議
会
の
積
毬
的
な
意
義
を
霊

要
視
し
な
い
が
、
こ
の
縛
代
前
例
の
な
い
方
法
で
、
議
会
に
お
い
て
、
議

会
を
通
し
て
働
き
か
け
る
こ
と
の
利
益
に
国
王
は
気
付
い
て
い
た
。
強
力

な
王
権
は
議
会
が
単
に
反
対
の
た
め
の
場
所
で
は
な
く
て
、
国
王
の
道
具

で
あ
っ
た
と
い
う
独
創
的
な
考
え
方
を
利
用
し
、
王
国
の
統
一
の
た
め
に

議
会
を
用
い
た
。
こ
の
意
味
で
、
中
世
憲
政
機
構
は
回
し
い
形
を
と
っ
て

維
持
さ
れ
た
。
中
世
の
議
会
が
救
わ
れ
た
と
い
う
の
は
こ
の
こ
と
で
あ
る

皇
ル
ト
ン
は
い
袖
理
論
的
に
は
勢
な
絶
対
王
政
は
議
会
姦
視
し

て
政
治
す
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
が
、
多
数
の
議
会
制
定
法
を
用

い
た
イ
ギ
リ
ス
絶
対
主
義
は
議
会
政
治
の
伝
統
の
基
礎
を
与
え
た
と
考
え

て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
場
合
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
主
張
す
る
中
世

以
来
の
議
会
主
義
的
伝
統
と
特
殊
イ
ギ
リ
ス
的
社
会
構
造
は
十
分
考
慮
さ

れ
ね
ば
な
ら
ず
、
議
会
が
主
権
在
民
的
な
憲
政
機
構
と
な
る
た
め
に
は
そ

の
後
の
展
開
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
行
政
上
の
変
化
、
と
く
に
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
政
治
と
そ
の
廃
棄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
つ
い
て
エ
ル
ト
ン
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
再
論
す
る
。
ノ
ル
マ
ン
コ
ン
ク
ェ

ス
ト
か
ら
一
五
三
〇
年
代
以
前
の
行
政
は
国
王
と
そ
の
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド

が
そ
の
主
圏
で
あ
り
、
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
の
中
で
、
あ
る
い
は
そ
の
中
か

ら
國
察
機
構
を
生
み
出
し
た
と
い
う
意
味
で
、
ハ
ウ
ス
ボ
ウ
ル
ド
政
治
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
テ
ン
シ
ア
ル

あ
っ
た
。
一
五
三
〇
年
代
以
後
は
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
の
こ
の
潜
在
性
は
棄

て
ら
れ
た
。
ハ
リ
ス
は
「
歴
史
的
に
み
て
現
実
に
あ
る
も
の
は
潜
在
す
る

も
の
よ
り
も
意
義
が
あ
る
」
と
い
う
が
、
エ
ル
ト
ン
は
た
と
え
そ
れ
が
潜

在
的
で
あ
れ
、
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
政
治
が
～
五
三
〇
年
代
以
前
の
敷
治
の

実
体
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
本
稿
第
六
節
に
お
い
て
筆
・

者
も
論
じ
た
問
題
で
あ
り
、
エ
ル
ト
ン
も
「
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
政
治
の
実

際
的
な
あ
る
い
は
潜
在
的
な
使
用
は
中
世
の
極
印
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、

中
世
宮
僚
制
の
重
視
に
よ
っ
て
ハ
ウ
ス
ホ
ウ
ル
ド
政
治
の
存
在
を
軽
視
し

た
ハ
リ
ス
を
批
判
し
て
い
る
。

　
『
過
去
と
現
在
』
誌
上
に
お
け
る
テ
ユ
…
ダ
ー
革
命
論
争
は
こ
こ
に
終

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
雑
誌
論
文
・
論
評
形
式
に
よ
る
応
酬
は
こ
の
論
争
の

今
後
の
展
開
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

①
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On　a　Controversy　about　‘The　Tudor　Revolution’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　Yoshinobu　Kuriyama

　　Against　‘The　Tudor　Revoiution’　by　G．　R．　Elton，　G．　L．　Harriss　and

Penry　Williams　offered　criticisrn　on　“Past　＆　Present　（No．　26　and

No．　3i）”，　and　Elton　replied　it　on　the　same　（No．　29）．　ln　rny　article　I

outlined　this　controversy　and　asserted　the　following　points．

　　First，　the　act　restraining　the　payinent　of　annates　in　1532　was　‘the

fruit　of　the　medievai　regality’　as　Harriss　argued，　but，　after　the　act

in　restraint　of　appea1s　in　1533，　the　traditional　poiicy　towards　Rome

was　turned　into　the　new　one．　While　in　the　former　act　the　king　was

considering　that　he　could　co－exist　with　the　Pope，　the　king　gave

up　such　a　possibility　in　the　latter　act．　Second，　Harriss　overstated

the　pure　nationa！　systems　in　the　later　middie　ages．　We　caR　not

neglect　that　the　national　bux“eaucratic　institutions　co－existed　with

househoid　govermnent　in　this　period．　Third，　Wi｝liams’　suggestions

for　the　limitations　of　tke　administrative　machine　may　be　accepted．

The　constittttional　and　administrative　history　should　be　considered

from　a　wider　viewpoint．

（484）


